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(57)【要約】
【課題】洗浄水を毛屑室の底部へ向かって流動案内して
、毛屑室の底部に溜まっている毛屑を短時間で効果的に
洗い流すことができる水洗い式電気かみそりを提供する
。
【解決手段】電気かみそりのかみそりヘッド２に可動刃
６と固定刃７が設けてある。固定刃７と、固定刃７を支
持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底部に
、毛屑を受止める毛屑受部１７が設けてある。毛屑受部
１７に臨む固定刃ホルダー８の周壁に、毛屑室１６に連
通する洗浄開口２０が設けてある。洗浄開口２０に、洗
浄水を毛屑受部１７へ向かって流動案内するガイド体２
１が設けてある。ガイド体２１は洗浄開口２０を開閉す
る開閉体２６を兼ねていて、洗浄開口２０を閉止する閉
止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢に変位可能
である。開閉体２６が開放姿勢にあるとき、洗浄開口２
０に流下された洗浄水を、ガイド体２１で毛屑受部１７
へ向かって流動案内する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　かみそりヘッド（２）に可動刃（６）と固定刃（７）とが設けられており、
　固定刃（７）と、固定刃（７）を支持する固定刃ホルダー（８）とで囲まれた毛屑室（
１６）の底部に、毛屑を受止める毛屑受部（１７）が設けられており、
　毛屑室（１６）に臨むケース壁に、毛屑室（１６）に連通する洗浄開口（２０）が設け
られており、
　洗浄開口（２０）に臨んで、洗浄開口（２０）に流下された洗浄水を毛屑受部（１７）
へ向かって流動案内するガイド体（２１）が設けられていることを特徴とする水洗い式電
気かみそり。
【請求項２】
　洗浄開口（２０）に配置したガイド体（２１）が、洗浄開口（２０）を開閉する開閉体
（２６）を兼ねており、
　開閉体（２６）は洗浄開口（２０）を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口（２０）を開放す
る開放姿勢の間で変位可能であり、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換った状態において、洗浄開口（２０）に流下された洗
浄水をガイド体（２１）で毛屑受部（１７）へ向かって流動案内できる請求項１に記載の
水洗い式電気かみそり。
【請求項３】
　開閉体（２６）は板状に形成されて、左右両側に設けた水平の回動軸（２３）で揺動開
閉可能に支持されている請求項２に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項４】
　開閉体（２６）の上下方向中途部が、回動軸（２３）で揺動開閉可能に支持されている
請求項３に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項５】
　回動軸（２３）が開閉体（２６）の下半側に設けられている請求項３に記載の水洗い式
電気かみそり。
【請求項６】
　開閉体（２６）の外面の上半部に、開閉体（２６）を開放操作する指受部（２７）が膨
出形成されている請求項３から５のいずれかひとつに記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項７】
　指受部（２７）が、上下方向に長い複数の縦リブ（２７ａ）で形成されている請求項６
に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項８】
　洗浄開口（２０）の周壁と開閉体（２６）の間に、互いに係合して開閉体（２６）を閉
止姿勢、および開放姿勢において位置保持する節度構造が設けてある請求項３から７のい
ずれかひとつに記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項９】
　節度構造が、開閉体（２６）の内面下部に設けた部分円弧状の節度アーム（２４）と、
節度アーム（２４）の揺動軌跡に臨む固定壁とに形成されて互いに凹凸係合する、可動節
度体（２８・２９）と固定節度体（３０）で形成されている請求項８に記載の水洗い式電
気かみそり。
【請求項１０】
　開閉体（２６）に、開閉体（２６）が閉止位置を越えて揺動するのを阻止する閉止スト
ッパー（３２）と、開閉体（２６）が開放位置を越えて揺動するのを阻止する開放ストッ
パー（３１）が設けられている請求項８または９に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１１】
　節度アーム（２４）の突端に開放ストッパー（３１）が設けられており、
　洗浄開口（２９）の周縁壁の下部に、開放ストッパー（３１）を受止める下接当部（３
３）が形成されている請求項１０に記載の水洗い式電気かみそり。
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【請求項１２】
　開閉体（２６）の上部に閉止ストッパー（３２）が設けられており、
　洗浄開口（２０）の周壁の上部に、閉止ストッパー（３２）を受止める上接当部（３４
）が形成されている請求項１０、または１１に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１３】
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換えられた状態において、閉止ストッパー（３２）の上
縁が毛屑受部（１７）より上方に位置されている請求項１０から１２のいずれかひとつに
記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１４】
　開閉体（２６）の内面上部に水流案内部（３５）が形成されており、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体（２６）の内面に沿っ
て流動する洗浄水を水流案内部（３５）で毛屑受部（１７）へ向かって変向案内するよう
に構成されている請求項１０から１３のいずれかひとつに記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１５】
　開閉体（２６）が、揺動開閉可能に支持された複数のルーバー板（４０）で形成してあ
る請求項２に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１６】
　開閉体（２６）が上下に隣接配置された複数個のルーバー板（４０）で形成されて、各
ルーバー板（４０）がガイド体（２１）と開閉体（２６）を兼ねており、
　各ルーバー板（４０）は、羽板（４１）と、羽板（４１）を軸支するルーバー軸（４２
）を備えていて、連動構造で連動開閉可能に連結されており、
　連動構造が、各ルーバー板（４０）に固定したピニオン（４３）と、各ピニオン（４３
）と噛み合うラック（４４）と、ラック（４４）を往復操作するスライド摘み（４５）で
構成してある請求項１５に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１７】
　平板状に形成した開閉体（２６）が水平の回動軸（２３）で揺動開閉可能に支持されて
おり、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体（２６）が洗浄開口（
２０）から毛屑受部（１７）に向かって上り傾斜して、開閉体（２６）の上端が毛屑受部
（１７）の上面に臨んでいる請求項３に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１８】
　開閉体（２６）が、開閉体（２６）の下部に設けた水平の回動軸（２３）で揺動開閉可
能に支持されて、開閉体（２６）と洗浄開口（２０）の間に設けた閉じばね（４８）で閉
止姿勢に向かって揺動付勢されている請求項１７に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項１９】
　ガイド体（２１）は、開閉体（２６）の閉止動作に連動して洗浄開口（２０）から離れ
る待機姿勢と、開閉体（２６）の開放動作に連動して洗浄開口（２０）に臨む案内姿勢と
に姿勢変更でき、
　開閉体（２６）が洗浄開口（２０）を開放した状態において、ガイド体（２１）が案内
姿勢に切換って、洗浄開口（２０）に流下された洗浄水を毛屑受部（１７）へ向かって流
動案内する請求項１に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２０】
　ガイド体（２１）が開閉体（２６）の上部内面に分離配置されて、両者（２１・２６）
の対向面の間に設けた支持アーム（５４）を介して一体化されており、
　開閉体（２６）は、その上部が水平の回動軸（２３）で揺動開閉可能に支持されて、洗
浄開口（２０）を閉止する閉止姿勢と、閉止姿勢から上向きに揺動して洗浄開口（２０）
を開放する開放姿勢に揺動変位でき、
　開閉体（２６）が閉止姿勢から開放姿勢に切換えられるのに連動して、ガイド体（２１
）が下向きに揺動して案内姿勢に切換わる請求項１９に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２１】
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　案内姿勢に切換えられた状態のガイド体（２１）は、上突湾曲状の湾曲板で形成されて
いる請求項１９、または２０に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２２】
　開閉体（２６）が開放ばね（５３）で開放姿勢に向って揺動付勢されており、
　洗浄開口（２０）の周壁に、開放ばね（５３）の付勢力に抗して開閉体（２６）を閉止
姿勢に係合保持する切換具（５５）が設けられており、
　切換具（５５）は、開閉体（２６）に設けた爪体（５６）と係脱する係合片（５７）と
、洗浄開口（２０）の周壁に設けられて、係合片（５７）を爪体（５６）に対して係脱操
作する操作摘み（５８）を一体に備えており、
　開閉体（２６）が切換具（５５）で閉止姿勢に係合保持されている状態において、操作
摘み（５８）で係合片（５７）を変位操作して爪体（５６）から離脱させると、開閉体（
２６）が開放ばね（５３）の付勢力を受けて開放姿勢に切換る請求項１９から２１のいず
れかひとつに記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２３】
　切換具（５５）が洗浄開口（２０）の周壁で往復スライド可能に案内支持されており、
　係合片（５７）を操作摘み（５８）でスライド操作することにより、係合片（５７）を
爪体（５６）と係合させ、あるいは係合片（５７）を爪体（５６）から離脱させることが
できる請求項２２に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２４】
　切換具（５５）が洗浄開口（２０）の下側に配置されて、洗浄開口（２０）の周壁で左
右スライド可能に支持されている請求項２３に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２５】
　開閉体（２６）は、開閉体（２６）の下部が回動軸（２３）で支持されて、洗浄開口（
２０）を閉止する閉止姿勢と、閉止姿勢から下向きに揺動して洗浄開口（２０）を開放す
る開放姿勢と、開放姿勢を越えて下向きに傾斜する格納姿勢の間で揺動開閉でき、
　閉止姿勢と格納姿勢の間の開閉体（２６）の揺動角度が９０度以上に設定してある請求
項１９に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２６】
　開閉体（２６）とガイド体（２１）が個別に形成されて、連結軸（６３）を介して相対
回転可能に連結されており、
　待機姿勢において下り傾斜するガイド体（２１）は、毛屑受部（１７）の上面より低い
位置に設けられて毛屑の一部を受止めており、
　ガイド体（２１）は、閉止姿勢から開放姿勢へ揺動する開閉体（２６）に同行揺動して
、待機姿勢から毛屑受部（１７）に向かって上り傾斜する案内姿勢に切換わる請求項２５
に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２７】
　開閉体（２６）が閉止姿勢にあるとき、ガイド体（２１）に設けた規制壁（６６）が開
閉体（２６）に設けた受止壁（６５）で受止められて待機姿勢に位置保持されており、
　開閉体（２６）とガイド体（２１）の間に、ガイド体（２１）を待機姿勢に向って揺動
付勢する連結ばね（６８）が配置されており、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換る状態において、ガイド体（２１）の揺動端に設けた
ストッパー面（６７）が毛屑受部（１７）の前部に設けた段部（６９）で受止められて、
ガイド体（２１）が案内姿勢に位置保持される請求項２５、または２６に記載の水洗い式
電気かみそり。
【請求項２８】
　開閉体（２６）が、案内姿勢に位置保持されたガイド体（２１）を残置した状態のまま
、連結ばね（６８）の付勢力に抗しながら開放位置から格納位置まで開放揺動する請求項
２７に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項２９】
　ガイド体（２１）と開閉体（２６）が断面Ｌ字状に形成されて、ガイド体（２１）に形
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成したスライド溝（７４）が回動軸（２３）で前後スライド可能に案内支持されており、
　ガイド体（２１）の内方に、回動軸（２３）と協同してガイド体（２１）を前後スライ
ド可能に案内支持するガイド枠（７３）が設けられており、
　ガイド体（２１）は、開閉体（２６）が洗浄開口（２０）を閉止する閉止姿勢と、開閉
体（２６）およびガイド体（２１）が前方へ引出され、回動軸（２３）を中心にして下向
きに揺動して洗浄開口（２０）を開放する開放姿勢との間で姿勢変更でき、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換えられた状態において、ガイド体（２１）がガイド枠
（７３）で受止められて、毛屑受部（１７）に向かって上り傾斜して案内姿勢になってい
る請求項１９に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３０】
　ガイド枠（７３）の上部に、ガイド体（２１）を前後スライドのみ可能に案内する案内
壁（７６）が突設されており、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換えられた状態において、ガイド体（２１）の遊端が案
内壁（７６）と面一になっている請求項２９に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３１】
　ガイド体（２１）が弾性変形可能な左右横長のシート材で形成されて、洗浄開口（２０
）を開閉する開閉体（２６）を兼ねており、
　ガイド体（２１）は、扁平なシート状態において洗浄開口（２０）を閉止して開閉体（
２６）として機能しており、
　ガイド体（２１）は、その左右中途部を弾性変形させることにより湾曲状の樋状部（８
４）を出現させて洗浄開口（２０）を開放でき、
　洗浄開口（２０）に流下された洗浄水を樋状部（８４）で受止めて毛屑受部（１７）に
向かって流動案内できる請求項２に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３２】
　洗浄開口（２０）が扇形に形成されて、その内面にガイド体（２１）が配置されており
、
　ガイド体（２１）の外面の両側には、洗浄開口（２０）で往復スライド可能に案内され
る指掛リブ（８２）が一体に設けられており、
　指掛リブ（８２）の少なくとも一方を他方へ近づく向きにスライド操作することにより
、ガイド体（２１）の左右中途部を内向きに弾性変形させて洗浄開口（２０）を開放し、
樋状部（８４）を出現させることができる請求項３１に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３３】
　板状のガイド体（２１）に隣接して開閉体（２６）が設けられており、
　ガイド体（２１）は通水開口（８７）と、同開口（８７）に設けたルーバー壁（８８）
を備えており、
　開閉体（２６）は洗浄開口（２０）を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口（２０）を開放す
る開放姿勢の間でスライド変位可能であり、
　開閉体（２６）が開放姿勢に切換った状態において、ガイド体（２１）の通水開口（８
７）およびルーバー壁（８８）が洗浄開口（２０）に臨んで案内姿勢に切換る請求項１９
に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３４】
　開閉体（２６）は洗浄開口（２０）の周囲壁で、閉止姿勢と開放姿勢に直線スライド操
作可能に案内支持されている請求項３３に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３５】
　開閉体（２６）が洗浄開口（２０）の周囲壁に設けた中心軸（９３）で、閉止姿勢と開
放姿勢に回転スライド操作可能に支持されている請求項３３に記載の水洗い式電気かみそ
り。
【請求項３６】
　開閉体（２６）およびガイド体（２１）が、洗浄開口（２０）の内面側に設けられてい
る請求項３３、または３４に記載の水洗い式電気かみそり。
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【請求項３７】
　ガイド体（２１）のルーバー壁（８８）の前後厚みが、開閉体（２６）の前後厚みより
大きく設定されている請求項３６に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項３８】
　洗浄開口（２０）が、毛屑の通過は阻止するが洗浄水の通過は許すフィルター（９８）
で塞がれており、
　洗浄開口（２０）に臨んでガイド体（２１）が設けてある請求項１に記載の水洗い式電
気かみそり。
【請求項３９】
　ガイド体（２１）の内面にフィルター（９８）が配置されている請求項３８に記載の水
洗い式電気かみそり。
【請求項４０】
　フィルター（９８）の内面にガイド体（２１）を構成する複数のルーバー枠（９５）が
配置されている請求項３８に記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項４１】
　フィルター（９８）が金属メッシュで形成されている請求項３８から４０のいずれかひ
とつに記載の水洗い式電気かみそり。
【請求項４２】
　金属メッシュで形成したフィルター（９８）が、固定刃（７）に対して伝熱可能に接続
してある請求項４１に記載の水洗い式電気かみそり。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛屑室内に溜まっている毛屑を水洗い洗浄することができる水洗い式電気か
みそりに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の水洗い式電気かみそりは、本出願人の提案に係る特許文献１に開示されている
。特許文献１の電気かみそりにおいては、固定刃ホルダーの前壁に洗浄水窓を開口し、同
窓を上下にスライドするシャッターで開閉できるようにしている。洗浄時には、シャッタ
ーを開放した状態で、水道水（洗浄水）を洗浄水窓から毛屑室へ流し入れながら可動刃を
回転駆動して、毛屑室の内部に溜まった毛屑を洗い流す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－８６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の電気かみそりによれば、毛屑室の内部に溜まった毛屑を水洗い洗浄できる
ので、清掃用のブラシを使用して毛屑室の内部に溜まった毛屑を除去する場合に比べて、
清掃の手間と時間を省くことができる。しかし、特許文献１の電気かみそりは、シャッタ
ーをスライド開放しても、洗浄水窓の上半分が開口するだけである。そのため、毛屑室に
水道水を流し入れる場合には、かみそりヘッドが斜め下向きになる状態で本体ケースを握
り保持して、洗浄水窓の狭い開口部分を水道水の流下位置に位置保持し続ける必要がある
ため煩わしい。また、毛屑の殆どは可動刃の下面と対向する毛屑室の底面に溜まるが、洗
浄水窓と毛屑室の底面の間に固定刃装着枠が位置しているため、水道水の流れが固定刃装
着枠に遮られやすく、毛屑室の底面に付着している毛屑の洗浄に時間を要していた。
【０００５】
　本発明の目的は、洗浄水を毛屑室の底部へ向かって流動案内して、毛屑室の底部に溜ま
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っている毛屑を短時間で効果的に洗い流すことができる水洗い式電気かみそりを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る水洗い式電気かみそりは、図１に示すように、かみそりヘッド２に可動刃
６と固定刃７とが設けられており、固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８と
で囲まれた毛屑室１６の底部に、毛屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、毛屑室
１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０が設けられており、洗浄開口
２０に臨んで、洗浄開口２０に流下された洗浄水を毛屑受部１７へ向かって流動案内する
ガイド体２１が設けられていることを特徴とする。
【０００７】
　洗浄開口２０に配置したガイド体２１が洗浄開口を開閉する開閉体２６を兼ねている。
開閉体２６は洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間
で変位可能である。図５に示すように、開閉体２６が開放姿勢に切換った状態においては
、洗浄開口２０に流下された洗浄水をガイド体２１で毛屑受部１７へ向かって流動案内で
きる。
【０００８】
　開閉体２６は板状に形成されて、左右両側に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に
支持されている。
【０００９】
　開閉体２６の上下方向中途部が、回動軸２３で揺動開閉可能に支持されている。
【００１０】
　回動軸２３が開閉体２６の下半側に設けられている（図１参照）。
【００１１】
　開閉体２６の外面の上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７が膨出形成されて
いる（図１参照）。
【００１２】
　指受部２７は、上下方向に長い複数の縦リブ２７ａで形成されている（図２参照）。
【００１３】
　洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に、互いに係合して開閉体２６を閉止姿勢、およ
び開放姿勢において位置保持する節度構造が設けられている。
【００１４】
　節度構造は、開閉体２６の内面下部に設けた部分円弧状の節度アーム２４と、節度アー
ム２４の揺動軌跡に臨む固定壁とに形成されて互いに凹凸係合する、可動節度体２８・２
９と固定節度体３０で形成されている（図５参照）。
【００１５】
　開閉体２６に、開閉体２６が閉止位置を越えて揺動するのを阻止する閉止ストッパー３
２と、開閉体２６が開放位置を越えて揺動するのを阻止する開放ストッパー３１が設けら
れている（図１参照）。
【００１６】
　節度アーム２４の突端に開放ストッパー３１が設けられており、洗浄開口２０の周縁壁
の下部に、開放ストッパー３１を受止める下接当部３３が形成されている（図４参照）。
【００１７】
　開閉体２６の上部に閉止ストッパー３２が設けられており、洗浄開口２０の周壁の上部
に、閉止ストッパー３２を受止める上接当部３４が形成されている（図１参照）。
【００１８】
　開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、閉止ストッパー３２の上縁が毛屑
受部１７より上方に位置されている（図５参照）。
【００１９】
　開閉体２６の内面上部に水流案内部３５が形成されている。開閉体２６が開放姿勢に切
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換えられた状態において、開閉体２６の内面に沿って流動する洗浄水を水流案内部３５で
毛屑受部１７へ向かって変向案内する（図６参照）。
【００２０】
　開閉体２６は、揺動開閉可能に支持された複数のルーバー板４０で形成されている（図
１１参照）。
【００２１】
　開閉体２６が上下に隣接配置された複数個のルーバー板４０で形成されて、各ルーバー
板４０がガイド体２１と開閉体２６を兼ねている。各ルーバー板４０は、羽板４１と、羽
板４１を軸支するルーバー軸４２を備えていて、連動構造で連動開閉可能に連結されてい
る。図１２に示すように、連動構造は、各ルーバー板４０に固定したピニオン４３と、各
ピニオン４３と噛み合うラック４４と、ラック４４を往復操作するスライド摘み４５で構
成されている。
【００２２】
　平板状に形成した開閉体２６が水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持されている。開
閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体２６が洗浄開口２０から毛屑受
部１７に向かって上り傾斜して、開閉体２６の上端が毛屑受部１７の上面に臨んでいる（
図１３参照）。
【００２３】
　開閉体２６が、開閉体２６の下部に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持され
て、開閉体２６と洗浄開口２０の間に設けた閉じばね４８で閉止姿勢に向かって揺動付勢
されている。
【００２４】
　ガイド体２１は、開閉体２６の閉止動作に連動して洗浄開口２０から離れる待機姿勢と
、開閉体２６の開放動作に連動して洗浄開口２０に臨む案内姿勢とに姿勢変更できる。開
閉体２６が洗浄開口２０を開放した状態において、ガイド体２１が案内姿勢に切換って、
洗浄開口２０に流下された洗浄水を毛屑受部１７へ向かって流動案内する（図１４参照）
。
【００２５】
　ガイド体２１は開閉体２６の上部内面に分離配置されて、両者２１・２６の対向面の間
に設けた支持アーム５４を介して一体化されている。開閉体２６は、その上部が水平の回
動軸２３で揺動開閉可能に支持されて、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、閉止姿勢か
ら上向きに揺動して洗浄開口２０を開放する開放姿勢に揺動変位できる。開閉体２６が閉
止姿勢から開放姿勢に切換えられるのに連動して、ガイド体２１が下向きに揺動して案内
姿勢に切換わる。
【００２６】
　案内姿勢に切換えられた状態のガイド体２１は、上突湾曲状の湾曲板で形成されている
。
【００２７】
　開閉体２６は開放ばね５３で開放姿勢に向って揺動付勢されている。洗浄開口２０の周
壁に、開放ばね５３の付勢力に抗して開閉体２６を閉止姿勢に係合保持する切換具５５が
設けられている（図１４参照）。切換具５５は、開閉体２６に設けた爪体５６と係脱する
係合片５７と、洗浄開口２０の周壁に設けられて、係合片５７を爪体５６に対して係脱操
作する操作摘み５８を一体に備えている。開閉体２６が切換具５５で閉止姿勢に係合保持
されている状態において、操作摘み５８で係合片５７を変位操作して爪体５６から離脱さ
せると、開閉体２６が開放ばね５３の付勢力を受けて開放姿勢に切換る。
【００２８】
　切換具５５は洗浄開口２０の周壁で往復スライド可能に案内支持されている。係合片５
７を操作摘み５８でスライド操作することにより、係合片５７を爪体５６と係合させ、あ
るいは係合片５７を爪体５６から離脱させることができる。
【００２９】
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　切換具５５が洗浄開口２０の下側に配置されて、洗浄開口２０の周壁で左右スライド可
能に支持されている。
【００３０】
　開閉体２６は、開閉体２６の下部が回動軸２３で支持されて、洗浄開口２０を閉止する
閉止姿勢と、閉止姿勢から下向きに揺動して洗浄開口２０を開放する開放姿勢と、開放姿
勢を越えて下向きに傾斜する格納姿勢の間で揺動開閉できる（図１６、図１７参照）。閉
止姿勢と格納姿勢の間の開閉体２６の揺動角度が９０度以上に設定されている。
【００３１】
　開閉体２６とガイド体２１が個別に形成されて、連結軸６３を介して相対回転可能に連
結されている。待機姿勢において下り傾斜するガイド体２１は、毛屑受部１７の上面より
低い位置に設けられて毛屑の一部を受止めている。ガイド体２１は、閉止姿勢から開放姿
勢へ揺動する開閉体２６に同行揺動して、待機姿勢から毛屑受部１７に向かって上り傾斜
する案内姿勢に切換わる。
【００３２】
　開閉体２６が閉止姿勢にあるとき、ガイド体２１に設けた規制壁６６が開閉体２６に設
けた受止壁６５で受止められて待機姿勢に位置保持されている。開閉体２６とガイド体２
１の間に、ガイド体２１を待機姿勢に向って揺動付勢する連結ばね６８が配置されている
。開閉体２６が開放姿勢に切換る状態において、ガイド体２１の揺動端に設けたストッパ
ー面６７が毛屑受部１７の前部に設けた段部６９で受止められて、ガイド体２１が案内姿
勢に位置保持される。
【００３３】
　開閉体２６が、案内姿勢に位置保持されたガイド体２１を残置した状態のまま、連結ば
ね６８の付勢力に抗しながら開放位置から格納位置まで開放揺動する。
【００３４】
　ガイド体２１と開閉体２６が断面Ｌ字状に形成されて、ガイド体２１に形成したスライ
ド溝７４が回動軸２３で前後スライド可能に案内支持されている。ガイド体２１の内方に
、回動軸２３と協同してガイド体２１を前後スライド可能に案内支持するガイド枠７３が
設けられている。ガイド体２１は、開閉体２６が洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、開
閉体２６およびガイド体２１が前方へ引出され、回動軸２３を中心にして下向きに揺動し
て洗浄開口２０を開放する開放姿勢との間で姿勢変更できる。開閉体２６が開放姿勢に切
換えられた状態において、ガイド体２１はガイド枠７３で受止められて、毛屑受部１７に
向かって上り傾斜して案内姿勢になっている（図１８参照）。
【００３５】
　ガイド枠７３の上部に、ガイド体２１を前後スライドのみ可能に案内する案内壁７６が
突設されている。開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、ガイド体２１の遊
端が案内壁７６と面一になっている。
【００３６】
　ガイド体２１が弾性変形可能な左右横長のシート材で形成されて、洗浄開口２０を開閉
する開閉体２６を兼ねている。ガイド体２１は、扁平なシート状態において洗浄開口２０
を閉止して開閉体２６として機能している。ガイド体２１は、その左右中途部を弾性変形
させることにより湾曲状の樋状部８４を出現させて洗浄開口２０を開放でき、洗浄開口２
０に流下された洗浄水を樋状部８４で受止めて毛屑受部１７に向かって流動案内できる（
図１９参照）。
【００３７】
　洗浄開口２０は扇形に形成されて、その内面にガイド体２１が配置されている。ガイド
体２１の外面の両側には、洗浄開口２０で往復スライド可能に案内される指掛リブ８２が
一体に設けられている。指掛リブ８２の少なくとも一方を他方へ近づく向きにスライド操
作することにより、ガイド体２１の左右中途部を内向きに弾性変形させて樋状部８４を出
現させ、洗浄開口２０を開放できる。
【００３８】
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　板状のガイド体２１に連続して開閉体２６が設けられている。ガイド体２１は通水開口
８７と、同開口８７に設けたルーバー壁８８を備えている（図２１参照）。開閉体２６は
洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間でスライド変
位可能である。開閉体２６が開放姿勢に切換った状態において、ガイド体２１の通水開口
８７およびルーバー壁８８が洗浄開口２０に臨んで案内姿勢に切換る。
【００３９】
　開閉体２６は洗浄開口２０の周囲壁で、閉止姿勢と開放姿勢に直線スライド操作可能に
案内支持されている。
【００４０】
　開閉体２６は洗浄開口２０の周囲壁に設けた中心軸９３で、閉止姿勢と開放姿勢に回転
スライド操作可能に支持されている（図２５参照）。
【００４１】
　開閉体２６およびガイド体２１は、洗浄開口２０の内面側に設けられている（図２３参
照）。
【００４２】
　ガイド体２１のルーバー壁８８の前後厚みが、開閉体２６の前後厚みより大きく設定さ
れている。
【００４３】
　洗浄開口２０は、毛屑の通過は阻止するが洗浄水の通過は許すフィルター９８で塞がれ
ている。洗浄開口２０に臨んでガイド体２１が設けてある（図２６参照）。
【００４４】
　ガイド体２１の内面にフィルター９８が配置されている。
【００４５】
　フィルター９８の内面にガイド体２１を構成する複数のルーバー枠９５が配置されてい
る。
【００４６】
　フィルター９８が金属メッシュで形成されている。
【００４７】
　金属メッシュで形成したフィルター９８が、固定刃７に対して伝熱可能に接続されてい
る。
【発明の効果】
【００４８】
　本発明においては、毛屑室１６に臨むケース壁に洗浄開口２０を設け、洗浄開口２０に
臨んで設けたガイド体２１で、洗浄開口２０に流下された水道水を毛屑受部１７へ向かっ
て流動案内できるようにした。こうした電気かみそりによれば、洗浄開口２０に流下され
た水道水を、ガイド体２１で毛屑室１６の底部の毛屑受部１７へ向かって確実に流動案内
して、毛屑受部１７に溜まっている毛屑や、可動刃６などに付着している毛屑を短時間で
効果的に洗い流すことができる。なお、ガイド体２１を備えていない従来の電気かみそり
では、洗浄水窓に水道水を流下させたとしても、以後の水道水の流動経路は、毛屑室の内
部構造に左右されるため、水道水を毛屑の溜まりやすい毛屑室の底面に適確に送給できて
いるか否かは定かではなく、毛屑洗浄に多くの時間を要していた。
【００４９】
　ガイド体２１が洗浄開口２０を開閉する開閉体２６を兼ねるようにし、開閉体２６は洗
浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間で変位可能とし
た。また、開閉体２６が開放姿勢に切換った状態では、洗浄開口２０に流下された水道水
をガイド体２１で毛屑受部１７へ向かって流動案内できるようにした。こうした電気かみ
そりによれば、ガイド体２１と開閉体２６を個別に設ける場合に比べて、電気かみそりの
構造を簡素化して、その分だけ全体コストを低減できる。
【００５０】
　板状に形成した開閉体２６を水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持して、開放姿勢と
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閉止姿勢に揺動変位できるようにした。こうした電気かみそりによれば、開閉体２６を往
復揺動操作するだけで、洗浄開口２０を開放し、あるいは閉止することができる。また、
洗浄開口２０を開放しガイド体２１を傾動させた状態で、洗浄開口２０に水道水を流下さ
せることにより、ガイド体２１で受止めた水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内でき
る。因みに、開閉体２６は例えば往復スライド操作して開放姿勢と閉止姿勢に切換えるこ
とが可能であるが、この種のスライド開閉構造に比べて、揺動開閉可能に支持した開閉体
２６は、開閉構造を簡素化できるうえ洗浄開口２０を的確に開閉できる。
【００５１】
　開閉体２６の上下方向中途部を回動軸２３で揺動開閉可能に支持するようにした。こう
した電気かみそりによれば、開閉体２６を開放姿勢にした状態において、洗浄開口２０を
回動軸２３より上側の部分と、回動軸２３より下側の部分においてそれぞれ開放させて、
洗浄開口２０の上下の開口部分から水道水を毛屑室１６内に供給して、毛屑室１６におけ
る毛屑洗浄を広範にわたって行える。例えば、水道水を回動軸２３より上側の部分から毛
屑室１６内に流下させながら、回動軸２３より下側の部分を流れる水道水で、下受部１７
ｂに溜まっている毛屑を洗い流すことができる。また、上下方向中途部が回動軸２３で揺
動開閉可能に支持されている開閉体２６は、回動軸２３より上側の部分と、回動軸２３よ
り下側の部分を押込み操作することで、開閉体２６を開放姿勢と閉止姿勢に切換えること
ができるので、開閉体２６を開放姿勢や閉止姿勢に移動付勢するばねを省略できる利点も
ある。
【００５２】
　回動軸２３が開閉体２６の下半側に設けられていると、開閉体２６が揺動開閉するとき
の回動軸２３より上側の部分のモーメントアームを、下側の部分のモーメントアームより
大きくできる。そのため、上半側を操作して開閉体２６を開放操作することにより、開閉
体２６をより軽快に開放できる。また、開閉体２６の回動軸２３より下側の部分の上下長
が小さいので、開閉体２６を開放した場合に、洗浄開口２０の外へ露出する開閉体２６の
突出寸法を小さくでき、その分だけ蛇口の吐水部を洗浄開口２０に近付けた状態で水道水
を適確に供給できる。
【００５３】
　開閉体２６をその下半側に設けた回動軸２３で開閉可能に支持し、開閉体２６の外面の
上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７が膨出形成されていると、指受部２７を
押し込み操作することで、開閉体２６の開放操作を容易に行える。例えば、開閉体２６の
上半部を直接押し込み操作する場合には、回動軸２３が開閉体２６の下半側に設けられて
いるため、開放操作されたときの開閉体２６の上部は、洗浄開口２０を越えて毛屑室１６
の内部まで大きく入り込む。しかし、開閉体２６の外面に膨出形成した指受部２７は開閉
体２６の上部より外側にあるので、開閉体２６を開放操作するとき、指が毛屑室１６の内
部まで入り込むことがなく、開閉体２６の開閉操作を容易化できる。
【００５４】
　指受部２７が上下方向に長い複数の縦リブ２７ａで形成されていると、開閉体２６に衝
突した水道水を一群の縦リブ２７ａで整然と分流案内することができる。従って、開閉体
２６に衝突した水道水が拡散し、互いに衝突し合うのを解消して、水道水を毛屑室１６の
内部および毛屑受部１７へ向かって整然と流動案内できる。
【００５５】
　洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に節度構造が設けられていると、開閉体２６を閉
止位置または開放位置において確実に位置保持できる。従って、ひげ剃り時に開閉体２６
が誤って開放操作され、あるいは毛屑洗浄時に開閉体２６が水流を受けて不用意に閉止移
動するのを確実に防止できる。
【００５６】
　開閉体２６に設けた部分円弧状の節度アーム２４と、節度アーム２４の揺動軌跡に臨む
洗浄開口２０の周壁との間に設けた、可動節度体２８・２９および固定節度体３０で節度
構造を構成する。これによれば、節度アーム２４と洗浄開口２０の周壁の対向面との間に
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節度構造を設けるため構造に無駄がないうえ、可動節度体２８・２９および固定節度体３
０が凹凸係合することで、開閉体２６を閉止姿勢および開放姿勢において確実に位置保持
することができる。
【００５７】
　開閉体２６に閉止ストッパー３２と開放ストッパー３１を設ける。こうした開閉体２６
によれば、開閉体２６が誤って閉止位置を越えて閉止方向へ揺動操作されるのを閉止スト
ッパー３２で阻止することができ、また、開閉体２６が誤って開放位置を越えて開放方向
へ揺動操作されるのを開放ストッパー３１で阻止することができる。因みに、節度構造の
みで開閉体２６が閉止姿勢および開放姿勢に位置保持される場合には、勘違いやいたずら
によって開閉体２６が強制的に閉止位置を越えて揺動操作され、あるいは開閉体２６が強
制的に開放位置を越えて揺動操作されるおそれがある。しかし、開閉体２６に閉止ストッ
パー３２や開放ストッパー３１が設けられていると、先のような勘違いやいたずらによる
誤操作を確実に防止できる。
【００５８】
　節度アーム２４の突端に開放ストッパー３１を設け、洗浄開口２０の周縁壁に開放スト
ッパー３１を受止める下接当部３３を設ける。こうしたストッパー構造によれば、節度構
造を構成する節度アーム２４を利用して開放ストッパー３１を設けることができ、また、
洗浄開口２０の周縁壁を利用して下接当部３３を形成できるので、全体として構造に無駄
がなく、ストッパー構造を簡素化できる分だけコスト削減に寄与できる。
【００５９】
　開閉体２６の上部に閉止ストッパー３２を一体に設け、洗浄開口２０の周壁に閉止スト
ッパー３２を受止める上接当部３４を設ける。こうしたストッパー構造によれば、開閉体
２６を利用して閉止ストッパー３２を一体に形成でき、洗浄開口２０の周壁を利用して上
接当部３４を形成できるので、全体として構造に無駄がなく、ストッパー構造を簡素化で
きる分だけコスト削減に寄与できる。
【００６０】
　閉止ストッパー３２の上縁が毛屑受部１７より上方に位置されていると、洗浄開口２０
に流下された水道水を開閉体２６の内面に沿って流動案内し、毛屑受部１７の側へ流下さ
せて毛屑を確実に洗い流すことができる。
【００６１】
　開閉体２６の内面上部に水流案内部３５を設ける。こうした電気かみそりによれば、開
閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体２６の内面に沿って流動する水
道水を、水流案内部３５で毛屑受部１７へ向かって変向案内して、毛屑受部１７に溜まっ
ている毛屑を、水道水の流動作用で直接的に洗い流すことができる。従って、毛屑受部１
７に溜まっている毛屑を、水道水に単に浸漬させた状態で洗浄を行う従来の電気かみそり
に比べて、毛屑受部１７に溜まっている毛屑を、短時間で効果的に洗い流すことができる
。
【００６２】
　ガイド体２１および開閉体２６が複数のルーバー板４０で構成されていると、ガイド体
２１および開閉体２６を薄型化することができる。また、ルーバー板４０を開放姿勢に切
換えた状態では、洗浄開口２０が複数のルーバー板４０で上下多段状に区分される。その
ため、洗浄時に斜め下向きに傾斜している本体ケース１を、傾斜上部側と傾斜下部側へ揺
り動かしながら水道水を各段の開口に流下させることにより、毛屑室１６の広い範囲にわ
たって水道水を速やかに行き渡らせて、毛屑室１６における毛屑の洗い流しを隅々まで行
うことができる。
【００６３】
　上下に隣接配置された複数個のルーバー板４０で開閉体２６を構成し、各ルーバー板４
０がガイド体２１と開閉体２６を兼ねるようにする。また、各ルーバー板４０に固定した
ピニオン４３と、各ピニオン４３と噛み合うラック４４と、ラック４４を往復操作するス
ライド摘み４５を備えた連動構造で、各ルーバー板４０を連動開閉可能に連結するように
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する。こうした連動構造によれば、スライド摘み４５を上下にスライド操作するだけで、
複数個のルーバー板４０の姿勢を同時に切換えて、開放姿勢または閉止姿勢に保持するこ
とができるので、各ルーバー板４０の姿勢を個別に切換える場合に比べて、姿勢切換えの
手間を著しく省くことができる。
【００６４】
　平板状に形成した開閉体２６を水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持するようにする
。また、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態においては、開閉体２６が洗浄開口２
０から毛屑受部１７に向かって上り傾斜して、開閉体２６の上端が毛屑受部１７の上面に
臨むようにした。こうした電気かみそりによれば、毛屑洗浄時に洗浄開口２０に流下され
た水道水は、開閉体２６の外面に流動案内されて、可動刃６および毛屑受部１７の上面に
向かって流動し、この流動水によって毛屑受部１７に溜まっている毛屑を確実かつ速やか
に洗い流すことができる。
【００６５】
　開閉体２６の下部を水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持し、閉じばね４８で閉止姿
勢に向かって揺動付勢するようにした。こうした電気かみそりによれば、常態において洗
浄開口２０を開閉体２６で閉止保持できるので、ひげ剃り時に誤って指先が開閉体２６に
触れるような場合でも、開閉体２６を閉じばね４８の付勢力で閉止姿勢に押戻すことがで
きるので、毛屑が洗浄開口２０の外へ飛散するのをよく防止できる。また、洗浄が終了し
た後、開放姿勢に保持されていた開閉体２６の位置保持状態を解除することにより、開閉
体２６を閉じばね４８の付勢力で閉止姿勢に戻すことができる。
【００６６】
　ガイド体２１は開閉体２６の開閉動作に連動して待機姿勢と案内姿勢とに姿勢変更でき
るようにした。また、開閉体２６が洗浄開口２０を開放した状態において、ガイド体２１
が案内姿勢に切換って、洗浄開口２０に流下された洗浄水を毛屑受部１７へ向かって流動
案内できるようにした。このように、ガイド体２１と開閉体２６が個別に設けられている
と、ガイド体２１は水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内できる機能に特化して構成
し、開閉体２６は洗浄開口２０を開閉できる機能に特化して構成すればよいので、ガイド
体２１が開閉体２６を兼ねている場合に比べて、ガイド体２１および開閉体２６の形状お
よび構造の自由度は高くなる。
【００６７】
　ガイド体２１は開閉体２６の上部内面に分離配置して、両者２１・２６の間に設けた支
持アーム５４を介して一体化されるようにした。また、開閉体２６は、その上部が水平の
回動軸２３で揺動開閉可能に支持されて、閉止姿勢と開放姿勢に揺動変位できるようにし
、開閉体２６が閉止姿勢から開放姿勢に切換えられるのに連動して、ガイド体２１が下向
きに揺動して案内姿勢に切換わるようにした。こうした開閉構造によれば、開閉体２６が
開放姿勢に切換えられた状態では、洗浄開口２０の開口面が大きく開放されるので、水道
水の流下位置を明確に視認しながらガイド体２１の所望位置に流下させて、毛屑の洗い流
しを効果的に行うことができる。
【００６８】
　案内姿勢に切換えられた状態のガイド体２１は、上突湾曲状の湾曲板で形成した。こう
したガイド構造によれば、洗浄開口２０に流下された水道水を、ガイド体２１の上湾曲面
および下湾曲面で毛屑受部１７へ向かって流動案内できるので、毛屑受部１７に溜まって
いる毛屑を確実かつ速やかに洗い流すことができる。
【００６９】
　開閉体２６を開放ばね５３で開放姿勢に向って揺動付勢し、洗浄開口２０の周壁に、開
放ばね５３の付勢力に抗して開閉体２６を閉止姿勢に係合保持する切換具５５を設けた。
また、切換具５５は、係合片５７と操作摘み５８を一体に備えていて、操作摘み５８を変
位操作することにより、係合片５７を開閉体２６の爪体５６に係脱できるようにした。こ
うした開閉構造によれば、操作摘み５８を操作して係合片５７を爪体５６から離脱させる
ことにより、開閉体２６が開放ばね５３の付勢力を受けて開放姿勢に切換る。つまり、操
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作摘み５８をワンタッチ操作するだけの少ない手間で、開閉体２６を閉止姿勢から開放姿
勢に切換えることができる。
【００７０】
　切換具５５は洗浄開口２０の周壁で往復スライド可能に案内支持されており、操作摘み
５８をスライド操作することにより、係合片５７を爪体５６に係脱することができると、
例えば切換具５５が押しボタン状に構成してある場合に比べて、切換具５５が誤って切換
え操作されるのをよく防止できる。
【００７１】
　さらに、切換具５５は洗浄開口２０の下側に配置されて、洗浄開口２０の周壁で左右ス
ライド可能に支持されていると、毛屑洗浄時に本体ケース１を握った状態のままで、操作
摘み５８を容易に切換え操作できるので、操作摘み５８を切換え操作するために本体ケー
ス１の握り位置を変える手間を省くことができる。
【００７２】
　開閉体２６の下部を回動軸２３で支持して、開閉体２６が洗浄開口２０を閉止する閉止
姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢と、開放姿勢を越えて下向きに傾斜する格納姿
勢の間で揺動開閉できるようにした。さらに閉止姿勢と格納姿勢の間の開閉体２６の揺動
角度は９０度以上に設定した。このように、開閉体２６が開放姿勢を越えて格納姿勢まで
開放揺動できるようにしてあると、洗浄開口２０を開放できるのはもちろん、開閉体２６
が洗浄開口２０の前外方へ退避し、その位置に保持されるので、洗浄開口２０に対する水
道水の流下状況や、毛屑室１６内の洗浄状況を明確に目視しながら、毛屑洗浄をさらに的
確に行うことができる。
【００７３】
　開閉体２６とガイド体２１を独立部品として個別に形成し、ガイド体２１の両側に設け
た連結軸６３で両者２１・２６を相対回転可能に連結するようにした。また待機姿勢にお
ける下り傾斜するガイド体２１は、毛屑受部１７より低い位置に設けられて、落下する毛
屑の一部を受止めるようにした。そのうえで、ガイド体２１は、閉止姿勢から開放姿勢へ
揺動する開閉体２６に同行して上向きに揺動して、待機姿勢から毛屑受部１７に向かって
上り傾斜する案内姿勢に切換るようにした。こうしたガイド構造によれば、毛屑洗浄時に
はガイド体２１の毛屑を受止めた側の面を洗浄開口２０に臨ませることができるので、水
道水をガイド体２１に直接流下させることにより、ガイド体２１に付着している毛屑を、
水道水の流動作用で直接的に洗い流すことができる。
【００７４】
　開閉体２６とガイド体２１の間に連結ばね６８を設けて、開閉体２６が閉止姿勢から開
放姿勢に切換る間は、ガイド体２１が開閉体２６と同行揺動して待機姿勢から案内姿勢に
切換るようにした。また、開閉体２６が開放姿勢に切換る状態では、ガイド体２１に設け
たストッパー面６７を段部６９で受止めて、ガイド体２１を案内姿勢に位置保持できるよ
うにした。こうした開閉構造およびガイド構造によれば、ガイド体２１が案内姿勢を越え
て揺動するのを確実に防止しながら、開閉体２６を開放姿勢から格納姿勢に向かって揺動
操作できる。
【００７５】
　開閉体２６が、案内姿勢に位置保持されたガイド体２１を残置した状態のまま、連結ば
ね６８の付勢力に抗しながら開放位置から格納位置まで開放揺動できるようにした。こう
した開閉構造によれば、ガイド体２１の揺動角度に制約されることもなく、開閉体２６の
全揺動角度を自由に設定して、毛屑洗浄時に開閉体２６が洗浄の邪魔になるのをさらに確
実に防止できる。
【００７６】
　ガイド体２１と開閉体２６を断面Ｌ字状に形成して、ガイド体２１に形成したスライド
溝７４が回動軸２３で前後スライド可能に案内支持されるようにした。また、ガイド体２
１の内方に、回動軸２３と協同してガイド体２１を前後スライド可能に案内支持するガイ
ド枠７３を設けるようにした。こうしたガイド構造および開閉構造によれば、開閉体２６
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が洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、開閉体２６およびガイド体２１が前方へ引出され
、回動軸２３を中心にして下向きに揺動して洗浄開口２０を開放する開放姿勢との間で姿
勢変更できる。さらに、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、ガイド体２
１はガイド枠７３で受止められて、毛屑受部１７に向かって上り傾斜して案内姿勢になっ
ている。
【００７７】
　上記のように、ガイド体２１が案内姿勢になっている状態で、水道水を洗浄開口２０に
流下させると、洗浄開口２０の内奥の毛屑受部１７に水道水の殆どを直接的に流動させて
、毛屑受け部１７に付着している毛屑を適確に洗い流すことができる。また、開閉体２６
を開放姿勢にした状態では、開閉体２６およびガイド体２１の一部が洗浄開口２０の外へ
突出して、洗浄開口２０の前方および下側を大きく開放できるので、洗浄開口２０に対す
る水道水の流下状況や、毛屑室１６内の洗浄状況を明確に目視しながら、毛屑洗浄を的確
に行うことができる。
【００７８】
　ガイド枠７３の上部に、ガイド体２１を前後スライドのみ可能に案内する案内壁７６を
突設し、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、ガイド体２１の遊端が案内
壁７６と面一になるようにした。こうしたガイド構造によれば、ガイド体２１が案内姿勢
に切換えられた状態では、ガイド体２１の遊端の半円部が上側の案内壁７６と面一になる
ので、ガイド体２１に流下された水道水を案内壁７６の上面側へ確実に流動させることが
できる。開閉体２６が閉止姿勢に切換った状態では、ガイド体２１が案内壁７６で上下動
不能に支持されるので、開閉体２６が誤って開放操作されるのをよく防止できる。
【００７９】
　ガイド体２１は弾性変形可能な左右横長のシート材で形成して、洗浄開口２０を開閉す
る開閉体２６を兼ねるようにした。ガイド体２１は、その左右中途部を弾性変形させるこ
とにより湾曲状の樋状部８４を出現させて洗浄開口２０を開放でき、洗浄開口２０に流下
された洗浄水を樋状部８４で受止めて毛屑受部１７に向かって流動案内できるようにした
。このように、開閉体２６を兼ねるガイド体２１で洗浄開口２０を開閉できるようにした
ガイド構造および開閉構造によれば、洗浄時には、閉止壁８０を弾性変形させて水道水を
流動案内する樋状部８４を出現させることができる。従って、開閉体２６とガイド体２１
が別に設けてある場合に比べて、開閉構造とガイド構造の全体構造を著しく簡素化して低
コスト化できる。
【００８０】
　洗浄開口２０を扇形に形成し、その内面にガイド体２１を配置するようにした。ガイド
体２１の外面の両側には、洗浄開口２０で往復スライド可能に案内される指掛リブ８２を
一体に設けるようにした。こうしたガイド構造によれば、指掛リブ８２の少なくとも一方
を他方へ近づく向きにスライド操作することにより、ガイド体２１の左右中途部を内向き
に弾性変形させて樋状部８４を出現させ、同時に洗浄開口２０を開放できるので、洗浄開
口２０に流下された水道水を樋状部８４で毛屑受部１７にさらに確実に流動案内できる。
【００８１】
　板状のガイド体２１に連続して開閉体２６を設け、ガイド体２１は通水開口８７と、同
開口８７に設けたルーバー壁８８を備えるものとした。開閉体２６は洗浄開口２０を閉止
する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間でスライド変位可能であり、開閉
体２６が開放姿勢に切換った状態において、ガイド体２１の通水開口８７およびルーバー
壁８８が洗浄開口２０に臨んで案内姿勢に切換るようにした。このように、ガイド体２１
および開閉体２６をスライド操作して洗浄開口２０を開閉するガイド構造および開閉構造
によれば、開閉体２６とガイド体２１とが別に設けてある場合に比べて、開閉構造とガイ
ド構造の全体構造を著しく簡素化して低コスト化できる。
【００８２】
　開閉体２６は洗浄開口２０の周囲壁で、閉止姿勢と開放姿勢に直線スライド操作可能に
案内支持されるようにした。これによれば、開閉体２６をスライド操作して閉止姿勢と開
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放姿勢に切換えるので、指先が誤って開閉体２６やガイド体２１に接触した程度で開閉体
２６の姿勢が切換ることはなく、勘違いなどによる姿勢の切換りを極力避けることができ
る。
【００８３】
　開閉体２６は洗浄開口２０の周囲壁に設けた中心軸９３で、閉止姿勢と開放姿勢に回転
スライド操作可能に支持されるようにした。こうしたガイド構造および開閉構造によれば
、ガイド体２１および開閉体２６を往復スライド操作して姿勢を切換える場合に比べて、
全体構造を簡素化してガイド構造および開閉構造を低コスト化できる。また、指先が誤っ
て開閉体２６やガイド体２１に接触した程度で開閉体２６が回転して姿勢が切換るのをよ
く防止できるので、勘違いなどによる姿勢の切換りをさらに確実に避けることができる。
【００８４】
　開閉体２６およびガイド体２１が、洗浄開口２０の内面側に設けてあると、本体ケース
１に落下衝撃や衝突衝撃などの外部衝撃が作用するような場合でも、ガイド体２１や開閉
体２６に外部衝撃が直接的に作用するのを良く防止できる。
【００８５】
　ガイド体２１のルーバー壁８８の前後厚みが、開閉体２６の前後厚みより大きく設定さ
れていると、ルーバー壁８８の前後長さが大きな分だけ、ルーバー壁８８で流動案内され
る水道水の指向性を高めることができるので、通水開口８７に向って流下された水道水を
毛屑受部１７に向ってさらに的確に送出することができる。
【００８６】
　洗浄開口２０の内面を、毛屑の通過は阻止するが洗浄水の通過は許すフィルター９８で
塞ぎ、洗浄開口２０に臨んでガイド体２１を設けるようにした。このように、フィルター
９８で洗浄開口２０の内面を塞ぐと、単に水道水を洗浄開口２０に流下させるだけで、水
道水を毛屑室１６の内部に導入して毛屑の洗浄を行うことができるので、より少ない手間
で毛屑を水洗洗浄できる。また、開閉構造が省略されて可動部分がないので、姿勢切換え
に伴う動作不良を生じる余地がなく、ガイド構造の信頼性を向上できる。
【００８７】
　ガイド体２１の内面にフィルター９８が配置されていると、他物がフィルター９８に接
触するのをガイド体２１で遮って保護できるうえ、洗浄開口２０に流下された水道水をガ
イド体２１で変向案内して毛屑受部１７に向って流動させることができる。
【００８８】
　フィルター９８の内面にガイド体２１を構成する複数のルーバー枠９５が配置されてい
ると、フィルター９８を通過した後の水道水をルーバー枠９５で斜め上向きに変向案内し
て、毛屑受部１７に向って流動させることができ、洗浄開口２０にルーバー枠９５が配置
されている場合に比べて、水道水を毛屑受部１７に向かってさらに確実に流動案内できる
。
【００８９】
　フィルター９８が金属メッシュで形成されていると、フィルター９８が他の素材で形成
されている場合に比べて、ガイド構造を簡素化して低コスト化できるうえ、フィルター９
８の耐久性を向上できる。
【００９０】
　金属メッシュで形成したフィルター９８が、固定刃７に対して伝熱可能に接続されてい
ると、固定刃７の熱をガイド体２１に伝導して放熱させることができるので、ひげ剃りに
要する時間が長時間にわたるような場合でも、固定刃７が高温になるのをよく防止できる
。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の実施例１に係る水洗い式電気かみそり要部の縦断側面図である。
【図２】実施例１に係る水洗い式電気かみそりの正面図である。
【図３】実施例１に係る水洗い式電気かみそり要部の正面図である。
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【図４】開閉体用の節度構造を示す横断平面図である。
【図５】開閉体が開放姿勢に切換った状態を示す断面図である。
【図６】実施例１に係る水洗い式電気かみそりの水洗い洗浄状態を示す縦断側面図である
。
【図７】本発明の実施例２に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体用の節度構造を
示す横断平面図である。
【図８】本発明の実施例３に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体用の節度構造を
示す横断平面図である。
【図９】本発明の実施例４に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体用の節度構造を
示す横断平面図である。
【図１０】本発明の実施例５に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体の正面図であ
る。
【図１１】開閉体を示す縦断側面図である。
【図１２】開閉体用の連動構造を示す側面図である。
【図１３】本発明の実施例６に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体の縦断側面図
である。
【図１４】本発明の実施例７に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体の縦断側面図
である。
【図１５】本発明の実施例７に係る水洗い式電気かみそりを構成する電気かみそり要部の
正面図である。
【図１６】本発明の実施例８に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体を示す縦断側
面図である。
【図１７】開閉体が格納姿勢に切換った状態を示す断面図である。
【図１８】本発明の実施例９に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体を示す縦断側
面図である。
【図１９】本発明の実施例１０に係る水洗い式電気かみそりの要部の正面図である。
【図２０】開閉体の開放姿勢を示す縦断側面図である。
【図２１】本発明の実施例１１に係る水洗い式電気かみそりを構成する開閉体を示す縦断
側面図である。
【図２２】実施例１１に係る水洗い式電気かみそりの要部の正面図である。
【図２３】本発明の実施例１２に係る開閉体を示す縦断側面図である。
【図２４】本発明の実施例１３に係る開閉体を示す縦断側面図である。
【図２５】実施例１３に係る開閉体を示す電気かみそりの要部の正面図である。
【図２６】本発明の実施例１４に係る開閉体を示す縦断側面図である。
【図２７】本発明の実施例１５に係る開閉体を示す縦断側面図である。
【図２８】本発明の実施例１６に係る開閉体を示す電気かみそりの要部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００９２】
（実施例１）　図１から図６に本発明の実施例１に係る水洗い式電気かみそりを示す。本
発明における前後、左右、上下とは、図１および図２に示す交差矢印と、矢印の近傍の前
後、左右、上下の表記に従う。図２において電気かみそりは、グリップを兼ねる本体ケー
ス１と、本体ケース１の上部のかみそりヘッド２とを備える。本体ケース１の内部には、
モーター３、２次電池４、および図示していない制御基板などの電装品が配置されており
、本体ケース１の前面にはモーター３の起動スイッチ５が設けられている。かみそりヘッ
ド２には、水平軸回りに回転駆動されるロータリー式の可動刃（内刃）６と、固定刃（外
刃）７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８とが設けられている。可動刃６は中空筒
状に形成されて、その周面に網目状の切刃の一群が形成されており、内刃軸９に固定した
複数の支持ディスク１０で円筒形に保持されている。固定刃７は一群の刃穴を備えた網刃
からなり、その前後端が固定刃ホルダー８に装着されている（図３参照）。かみそりヘッ
ド２は、本体ケース１で前後、左右、上下方向へ変位可能に支持してあってもよい。また
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、固定刃７は固定刃ホルダー８に対して上下動する刃支持枠で支持してあってもよい。か
みそりヘッド２には、複数組の可動刃６と固定刃７が設けてあってもよい。
【００９３】
　本体ケース１の上部にはヘッドケース１３が固定されており、ヘッドケース１３の左右
両側に内刃支持枠１４が立設されている。先の固定刃ホルダー８は、ヘッドケース１３に
着脱可能に装着されている。モーター３の回転動力は、内刃支持枠１４に沿って配置した
ギヤトレイン１５で内刃軸９に伝動される。可動刃６と固定刃７で切断された毛屑は、か
みそりヘッド２の内部の毛屑室１６に落下し、毛屑室１６の底面の毛屑受部１７で受止め
られる。毛屑室１６は、固定刃７および固定刃ホルダー８とヘッドケース１３で囲まれた
空間であって、ヘッドケース１３の上面壁が毛屑受部１７となる。毛屑受部１７は、可動
刃６の下周面と対向する上受部１７ａと、上受部１７ａに対して段落状に設けられた下受
部１７ｂとを備えている。
【００９４】
　毛屑受部１７に溜まった毛屑を洗い流すために、毛屑受部１７に臨む固定刃ホルダー８
の前壁（毛屑室１６に臨むケース壁）に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０を設け、洗
浄開口２０に流下された水道水を、同開口２０に設けたガイド体２１で毛屑受部１７へ向
かって流動案内できるようにしている。図３に示すように、洗浄開口２０は左右に長い長
方形状の開口からなる。ガイド体２１は洗浄開口２０と同じ矩形状の主壁２２と、主壁２
２の両側面に突設される水平の回動軸２３と、主壁２２の内面下部の両側から連出される
節度アーム２４を一体に備えたプラスチック成形品からなる。節度アーム２４は部分円弧
状のアームからなり、その中心位置は回動軸２３の中心位置と一致されている。
【００９５】
　回動軸２３を洗浄開口２０の内側面に形成した軸受穴２５で支持することにより、ガイ
ド体２１は洗浄開口２０を開閉する開閉体２６として機能する。つまりガイド体２１は開
閉体２６を兼ねている。開閉体２６は、回動軸２３を中心にして往復回動して、図１に示
すように洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、図５に示すように洗浄開口２０を開放する
開放姿勢の間で変位できる。開閉体２６が閉止姿勢になっているとき、ガイド体２１は待
機姿勢になっており、開閉体２６が開放姿勢になっているとき、ガイド体２１は案内姿勢
になって、洗浄開口２０に流下された水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内できる。
【００９６】
　開閉体２６を毛屑室１６の内部へ向かって押込み操作しやすくするために、主壁２２の
外面の上半部には指受部２７が膨出形成され、さらに回動軸２３の軸中心が開閉体２６の
下半側に位置されている。指受部２７は上下方向に長い一群の縦リブ２７ａで形成されて
おり、その側面形状は不等脚台形状に形成されている。開閉体２６を閉止位置と開放位置
において位置保持するために、節度アーム２４と洗浄開口２０の左右の対向周面との間に
節度構造が設けられている。
【００９７】
　図５に示すように節度構造は、節度アーム２４の側に形成した２個の可動節度体２８・
２９と、節度アーム２４の揺動軌跡に臨む洗浄開口２０の周壁（固定壁）に形成した固定
節度体３０とで構成されている。可動節度体２８・２９は節度アーム２４の基端部と端部
寄りに凹み形成した円形溝からなり、固定節度体３０は、洗浄開口２０の左右の対向周面
に形成した部分球体状の突起からなる。節度アーム２４の基端部に設けた可動節度体２８
は、開閉体２６が閉止位置にあるとき固定節度体３０と係合し、節度アーム２４の端部寄
りに設けた可動節度体２９は、開閉体２６が開放位置にあるとき固定節度体３０と係合す
る。なお、固定節度体３０は洗浄開口２０の周壁に形成する必要はなく、節度アーム２４
の形状や揺動軌跡に応じて、ヘッドケース１３や本体ケース１などの固定壁に形成してあ
ってもよい。
【００９８】
　開閉体２６が閉止位置を越えて揺動するのを阻止し、さらに開閉体２６が開放位置を越
えて揺動するのを阻止するために、開閉体２６に開放ストッパー３１と閉止ストッパー３
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２とが設けられている。開放ストッパー３１は、節度アーム２４の突端側面の左右方向（
水平方向）に突設した丸軸状の突起からなり、洗浄開口２０の周縁内面に設けた下接当部
３３で受止められる。開閉体２６が閉止位置から開放位置まで揺動すると、開放ストッパ
ー３１は図４（ｂ）に示すように下接当部３３で受止められて、開閉体２６が閉止位置を
越えて揺動するのを阻止する。閉止ストッパー３２は、開閉体２６の上部に連続する後上
がり状の傾斜壁からなり、洗浄開口２０の周壁の上部に設けた上接当部３４で受止められ
る。上接当部３４は開閉体２６と同じ角度の後上がり状の傾斜面からなる。開閉体２６が
開放位置から閉止位置まで揺動すると、閉止ストッパー３２は図１に示すように上接当部
３４で受止められて、開閉体２６が閉止位置を越えて揺動するのを阻止する。この状態の
閉止ストッパー３２と上接当部３４とは互いに密着しており、また開閉体２６の下面が洗
浄開口２０の下周面に接当するので、毛屑が毛屑室１６から漏れ出るのを確実に防止でき
る。
【００９９】
　開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、主壁２２の内面に沿って流動する
水道水を、毛屑受部１７の上受部１７ａへ向かって流動させるために、開閉体２６の内面
上部に水流案内部３５が形成されている。この実施例では、閉止ストッパー３２が後上が
り状の傾斜壁で形成されていることを利用して、閉止ストッパー３２の傾斜下面が水流案
内部３５として機能するようにした。図５に示すように、開閉体２６が開放姿勢に切換え
られた状態では、主壁２２の内面に沿って流動する水道水を、水流案内部３５で毛屑受部
１７の上受部１７ａへ向かって下り傾斜状に変向案内して、上受部１７ａに溜まっている
毛屑を、水道水の流動作用で直接的に洗い流すことができる。
【０１００】
　上記のように、開閉体２６には水流案内部３５を設けることが好ましいが、開閉体２６
が開放姿勢に切換えられた状態において、少なくとも、閉止ストッパー３２の上縁が毛屑
受部１７より上方に配置されていると、洗浄開口２０に流下された水道水を主壁２２の内
面に沿って流動案内し、上受部１７ａの側へ流下させて毛屑を洗い流すことができる。そ
の場合には、主壁２２の内面から後上がり状に突出する水流案内部３５を省略でき、閉止
ストッパー３２は上接当部３４で受止められる傾斜面で形成することができる。
【０１０１】
　毛屑室１６の内部を水洗い洗浄する場合には、指受部２７を毛屑室１６へ向かって押し
込んで、開閉体２６を開放姿勢にし、ガイド体２１を案内姿勢に切換える。この状態の電
気かみそりを、図６に示すように、かみそりヘッド２が斜め下向きになる状態で本体ケー
ス１を握り保持して、洗浄開口２０を水道水（洗浄水）の流下位置に位置させて、水道水
を毛屑室１６の内部に流し入れながら可動刃６を回転駆動して、毛屑室１６の内部の毛屑
を洗い流す。流下する水道水の中心が指受部２７の上方に位置している場合には、水道水
がガイド体２１の主壁２２に沿って流動案内されるので、水道水の殆どは可動刃６の周面
に衝突して、可動刃６の内面や固定刃７の内面に付着している毛屑を洗い流すことができ
る。主壁２２に衝突した水道水は、一群の縦リブ２７ａで分流案内されるので、主壁２２
に衝突した水道水が拡散し、互いに衝突し合うのを解消して、水道水を可動刃６へ向かっ
て整然と流動案内できる。毛屑を含む水道水は、一旦可動刃６の内部に入り込んだのち、
可動刃６の回転動作で激しく撹拌されて可動刃６および固定刃７に衝突しながら、一群の
刃穴から外刃７の外へ排出される。
【０１０２】
　水道水がガイド体２１の主壁２２の内面と洗浄開口２０の間に流下する状態では、水道
水はガイド体２１の主壁２２の内面に沿って流動案内されたのち、水流案内部３５で毛屑
受部１７の上受部１７ａへ向かって変向案内されて、上受部１７ａに付着している毛屑を
直接洗い流す。また、上受部１７ａと下受部１７ｂの間の縦壁に受止められた水道水は、
下受部１７ｂに付着している毛屑を洗い流しながら縦壁に沿って水流案内部３５へ向って
流動し、最終的に上受部１７ａに付着している毛屑を洗い流す。実際の洗浄時には、斜め
下向きに傾斜している本体ケース１を、傾斜上部側と傾斜下部側へ揺り動かして水道水を
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可動刃６側と上受部１７ａ側に交互に流動させることにより、毛屑室１６内の毛屑の洗い
流しと、可動刃６および固定刃７に付着した毛屑の洗い流しとを連続して行うことができ
る。
【０１０３】
　以上のように実施例１の電気かみそりでは、毛屑受部１７に臨む固定刃ホルダー８の前
壁に洗浄開口２０を設け、洗浄開口２０に臨んで設けたガイド体２１で、洗浄開口２０に
流下された水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内するようにした。こうした電気かみ
そりによれば、洗浄開口２０に流下された水道水を、ガイド体２１で毛屑室１６の底部の
毛屑受部１７へ向かって確実に流動案内して、毛屑受部１７に溜まっている毛屑や、可動
刃６および固定刃７に付着している毛屑を短時間で効果的に洗い流すことができる。因み
に、ガイド体２１を備えていない従来の電気かみそりでは、洗浄水窓に水道水を流下させ
たとしても、以後の水道水の流動経路は、毛屑室の内部構造に左右されるため、水道水を
毛屑の溜まりやすい毛屑室の底面に適確に送給できているか否かは定かではなく、毛屑洗
浄に多くの時間を要していた。
【０１０４】
　ガイド体２１が洗浄開口２０を開閉する開閉体２６を兼ねるようにし、開閉体２６は洗
浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間で変位可能とし
た。また、開閉体２６が開放姿勢に切換った状態では、洗浄開口２０に流下された水道水
をガイド体２１で毛屑受部１７へ向かって流動案内できるようにした。こうした電気かみ
そりによれば、ガイド体２１と開閉体２６を個別に設ける場合に比べて、電気かみそりの
構造を簡素化して、その分だけ全体コストを低減できる。
【０１０５】
　板状に形成した開閉体２６を水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持して、開放姿勢と
閉止姿勢に揺動変位できるようにした。こうした電気かみそりによれば、開閉体２６を往
復揺動操作するだけで、洗浄開口２０を開放し、あるいは閉止することができる。また、
洗浄開口２０を開放しガイド体２１を傾動させた状態で、洗浄開口２０に水道水を流下さ
せることにより、ガイド体２１で受止めた水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内でき
る。因みに、開閉体２６は例えば往復スライド操作して開放姿勢と閉止姿勢に切換えるこ
とが可能であるが、この種のスライド開閉構造に比べて、揺動開閉可能に支持した開閉体
２６は、開閉構造を簡素化できるうえ洗浄開口２０を的確に開閉できる。
【０１０６】
　開閉体２６の上下方向中途部を回動軸２３で揺動開閉可能に支持したので、開閉体２６
を開放姿勢にした状態において、洗浄開口２０を回動軸２３より上側の部分と、回動軸２
３より下側の部分においてそれぞれ開放させて、洗浄開口２０の上下の開口部分から水道
水を毛屑室１６内に供給して、毛屑室１６における毛屑洗浄を広範にわたって行うことが
できる。例えば、水道水を回動軸２３より上側の部分から毛屑室１６内に流下させながら
、回動軸２３より下側の部分を流れる水道水で、下受部１７ｂに溜まっている毛屑を洗い
流すことができる。因みに、開閉体２６の下部が回動軸２３で揺動開閉可能に支持され、
開閉体２６が毛屑室１６の内部へ揺動して洗浄開口２０を開放する構造の場合には、下受
部１７ｂが開閉体２６で常に覆われるので、下受部１７ｂに溜まっている毛屑を水道水で
直接に洗い流すことは困難となる。また、上下方向中途部が回動軸２３で揺動開閉可能に
支持してある開閉体２６は、回動軸２３より上側の部分と、回動軸２３より下側の部分を
押込み操作することで、開閉体２６を開放姿勢と閉止姿勢に切換えることができ、開閉体
２６を開放姿勢や閉止姿勢に移動付勢するばねを省略できる利点もある。
【０１０７】
　回動軸２３を開閉体２６の下半側に設けたので、開閉体２６が揺動開閉するときの回動
軸２３より上側の部分のモーメントアームを、下側の部分のモーメントアームより大きく
できる。そのため、上半側を操作して開閉体２６を開閉操作することにより、開閉体２６
をより軽快に開閉できる。また、開閉体２６の回動軸２３より下側の部分の上下長を小く
したので、開閉体２６を開放操作した場合に、洗浄開口２０の外へ露出する開閉体２６の
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突出寸法を小さくでき、その分だけ蛇口の吐水部を洗浄開口２０に近付けた状態で水道水
を適確に供給できる。
【０１０８】
　開閉体２６をその下半側に設けた回動軸２３で開閉可能に支持し、開閉体２６の外面の
上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７を膨出形成したので、指受部２７を押し
込み操作することで、開閉体２６の開放操作を容易に行うことができる。例えば、開閉体
２６の上半部を直接押し込み操作する場合には、回動軸２３が開閉体２６の下半側に設け
てあるため、開放操作されたときの開閉体２６の上側の部分は、洗浄開口２０を越えて毛
屑室１６の内部まで大きく入り込む。しかし、開閉体２６の外面の上半部に膨出形成した
指受部２７は開閉体２６の上側の部分より外側にあるので、開閉体２６が開放操作された
ときの指受部２７は毛屑室１６の内部まで押込む必要がなく、その分だけ開閉体２６の開
放操作を容易に行うことができる。
【０１０９】
　指受部２７を上下方向に長い複数の縦リブ２７ａで形成したので、開閉体２６に衝突し
た水道水を一群の縦リブ２７ａで整然と分流案内することができる。従って、開閉体２６
に衝突した水道水が拡散し、互いに衝突し合うのを解消して、水道水を毛屑室１６の内部
および毛屑受部１７へ向かって整然と流動案内できる。
【０１１０】
　洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に節度構造を設けたので、開閉体２６を閉止位置
または開放位置において確実に位置保持できる。従って、ひげ剃り時に開閉体２６が誤っ
て開放操作され、あるいは毛屑洗浄時に開閉体２６が水流を受けて不用意に閉止移動する
ことを確実に防止できる。
【０１１１】
　開閉体２６に設けた部分円弧状の節度アーム２４と、節度アーム２４の揺動軌跡に臨む
洗浄開口２０の周壁との間に設けた、可動節度体２８・２９および固定節度体３０で節度
構造を構成したので、節度アーム２４と洗浄開口２０の周壁の対向面に節度構造を設ける
ことができ、構造に無駄がない。加えて、可動節度体２８・２９および固定節度体３０が
凹凸係合することで、開閉体２６を閉止姿勢および開放姿勢において確実に位置保持させ
ることができる。
【０１１２】
　開閉体２６に閉止ストッパー３２と開放ストッパー３１を設けたので、当該開閉体２６
が誤って閉止位置を越えて閉止方向へ揺動操作されるのを閉止ストッパー３２で阻止でき
、また、開閉体２６が誤って開放位置を越えて開放方向へ揺動操作されるのを開放ストッ
パー３１で阻止できる。因みに、節度構造のみで開閉体２６が閉止姿勢および開放姿勢に
位置保持してある場合には、勘違いやいたずらによって開閉体２６が強制的に閉止位置を
越えて揺動操作され、あるいは開閉体２６が強制的に開放位置を越えて揺動操作されるお
それがある。しかし、開閉体２６に閉止ストッパー３２や開放ストッパー３１が設けられ
ていると、先のような勘違いやいたずらによる誤操作を確実に防止できる。
【０１１３】
　節度アーム２４の突端に開放ストッパー３１を設け、洗浄開口２０の周縁壁に開放スト
ッパー３１を受止める下接当部３３を設けた。こうしたストッパー構造によれば、節度構
造を構成する節度アーム２４を利用して開放ストッパー３１を設けることができ、また、
洗浄開口２０の周縁壁を利用して下接当部３３を形成できるので、全体として構造に無駄
がなく、ストッパー構造を簡素化できる分だけコスト削減に寄与できる。
【０１１４】
　開閉体２６の上部に閉止ストッパー３２を一体に設け、洗浄開口２０の周壁に閉止スト
ッパー３２を受止める上接当部３４を設けた。こうしたストッパー構造によれば、開閉体
２６を利用して閉止ストッパー３２を一体に形成でき、洗浄開口２０の周壁を利用して上
接当部３４を形成できるので、全体として構造に無駄がなく、ストッパー構造を簡素化で
きる分だけコスト削減に寄与できる。
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【０１１５】
　開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、閉止ストッパー３２の上縁を毛屑
受部１７より上方に位置させるようにしたので、洗浄開口２０に流下された水道水を開閉
体２６の内面に沿って流動案内し、上受部１７ａの側へ流下させて毛屑を洗い流すことが
できる。
【０１１６】
　開閉体２６の内面上部に水流案内部３５を設けたので、開閉体２６が開放姿勢に切換え
られた状態において、開閉体２６の内面に沿って流動する水道水を、水流案内部３５で毛
屑受部１７へ向かって変向案内して、毛屑受部１７に溜まっている毛屑を、水道水の流動
作用で直接的に洗い流すことができる。従って、毛屑受部１７に溜まっている毛屑を、水
道水に単に浸漬させた状態で洗浄を行う従来の電気かみそりに比べて、毛屑受部１７に溜
まっている毛屑を、短時間で効果的に洗い流すことができる。
【０１１７】
（実施例２）　図７に、節度構造を構成する可動節度体２８・２９および固定節度体３０
の構造を変更した本発明の実施例２に係る水洗い式電気かみそりを示す。実施例２では、
洗浄開口２０の周壁に円形溝を凹み形成して固定節度体３０とし、節度アーム２４に部分
球体状の突起を形成して可動節度体２８・２９とした。可動節度体２８・２９は、それぞ
れ固定節度体３０に落込み係合することにより、開閉体２６を閉止位置と開放位置で位置
保持する。なお、図７に可動節度体２８は図示していない。上記以外は実施例１で説明し
た構造と同じであるので、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。以下の実施
例においても同じとする。
【０１１８】
（実施例３）　図８に、節度構造を構成する可動節度体２８・２９および固定節度体３０
の構造を変更した本発明の実施例３に係る水洗い式電気かみそりを示す。実施例３では、
実施例１と同様に部分球体状の突起で固定節度体３０を形成し、節度アーム２４に形成し
た部分球体状の突起で可動節度体２８・２９を形成した。節度アーム２４の端部寄りに設
けた可動節度体２９は、固定節度体３０の前周面に係合して、開放ストッパー３１と協働
して開閉体２６を開放姿勢に位置保持している。また、図示していないが、開閉体２６が
閉止姿勢になっているときは、節度アーム２４の基端部に設けた可動節度体２８が、固定
節度体３０の後周面に係合して、開閉体２６が開放揺動するのを規制している。
【０１１９】
（実施例４）　図９に、節度構造を構成する可動節度体２８・２９および固定節度体３０
の構造を変更した本発明の実施例４に係る水洗い式電気かみそりを示す。実施例４では、
洗浄開口２０の周壁に形成した部分球体状の２個の突起で固定節度体３０を形成し、可動
節度体２８・２９は部分球体状の突起で形成した。開閉体２６が閉止姿勢、または開放姿
勢になっているとき、各可動節度体２８・２９は２個の固定節度体３０の間に凹みに落込
み係合して開閉体２６を位置保持している。なお、図９に可動節度体２８は図示していな
い。
【０１２０】
（実施例５）　図１０ないし図１２に、本発明の実施例５に係る水洗い式電気かみそりを
示す。実施例５の電気かみそりでは、開閉体２６を、上下に隣接配置されて、揺動開閉可
能に支持された３個のルーバー板４０で形成して、各ルーバー板４０がガイド体２１およ
び開閉体２６を兼ねるようにした。ルーバー板４０は、羽板４１と、羽板４１の左右両側
に固定したルーバー軸４２を備えており、ルーバー軸４２を洗浄開口２０の周壁で軸支す
ることにより、各羽板４１が前後に重なる閉止姿勢（図１１（ａ）に示す状態）と、各羽
板４１が分離して後上り状に傾斜する開放姿勢（図１１（ｂ）に示す状態）に変位できる
ようにした。
【０１２１】
　各ルーバー板４０を連動して開閉するために、固定刃ホルダー８の内面に連動構造が設
けられている。図１２に示すように連動構造は、各ルーバー板４０のルーバー軸４２に固
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定した扇歯状のピニオン４３と、各ピニオン４３と噛み合うラック４４と、ラック４４を
往復操作するスライド摘み４５とで構成されている。ラック４４は、固定刃ホルダー８の
前壁で上下スライド可能に案内支持されている。スライド摘み４５は、ラック４４の下部
側面に固定されて、固定刃ホルダー８の前面に開口したスライド窓４６から露出されてい
る。スライド摘み４５をスライド窓４６に沿って下降スライドすると、ラック４４が下降
移動してピニオン４３を図１２において時計回転方向へ回転移動させるので、ルーバー板
４０を開放姿勢にできる。逆に、スライド摘み４５をスライド窓４６に沿って上昇スライ
ドすると、ルーバー板４０を閉止姿勢にできる。ルーバー板４０が閉止姿勢を越えて揺動
するのを防ぐために、洗浄開口２０の上面および下面のそれぞれに下接当部３３と上接当
部３４とを設け、ルーバー板４０が閉止姿勢に切換ったとき、下段のルーバー板４０の閉
止ストッパー３２と、上段のルーバー板４０の閉止ストッパー３２とが下接当部３３と上
接当部３４とで受止められる。ピニオン４３は羽板４１に固定されていてもよい。
【０１２２】
　以上のように、ガイド体２１および開閉体２６を複数のルーバー板４０で構成すると、
ガイド体２１および開閉体２６を薄型化することができる。また、ルーバー板４０を開放
姿勢に切換えた状態では、洗浄開口２０が３個のルーバー板４０で上下４段に区分される
。そのため、洗浄時に斜め下向きに傾斜している本体ケース１を、傾斜上部側と傾斜下部
側へ揺り動かしながら水道水を各段の開口に流下させることにより、毛屑室１６の広い範
囲にわたって水道水を速やかに行き渡らせて、毛屑室１６における毛屑の洗い流しを隅々
まで行うことができる。また、各ルーバー板４０に固定したピニオン４３と、各ピニオン
４３と噛み合うラック４４と、ラック４４を往復操作するスライド摘み４５を備えた連動
構造で、各ルーバー板４０を連動開閉可能に連結するので、スライド摘み４５を上下にス
ライド操作するだけで、３個のルーバー板４０の姿勢を同時に切換えて、開放姿勢または
閉止姿勢に保持することができる。従って、各ルーバー板４０の姿勢を個別に切換える場
合に比べて、姿勢切換えの手間を著しく省くことができる。
【０１２３】
（実施例６）　図１３（ａ）（ｂ）に、本発明の実施例６に係る水洗い式電気かみそりを
示す。実施例６では、ガイド体２１を兼ねる開閉体２６の下部に回動軸２３を設け、回動
軸２３を軸受穴２５で軸支することにより、開閉体２６は揺動開閉可能に支持されている
。また、回動軸２３に外嵌する閉じばね４８により、開閉体２６を閉止姿勢に向って閉じ
付勢するようにしている。閉じばね４８は捩じりコイルばねからなり、その片方のばね腕
が開閉体２６の内面に掛止され、他方のばね腕が洗浄開口２０の内面側の周縁壁に掛止さ
れている。板状の開閉体２６の上端には、傾斜する閉止ストッパー３２が後上がり状に形
成されている。上受部１７ａの前隅には、開放姿勢に切換った開閉体２６を受入れる凹部
４９が凹み形成されている。
【０１２４】
　開閉体２６を閉じばね４８の付勢力に抗して開放姿勢に保持するために、開閉体２６の
内面に部分円弧状のラッチ腕５０が設けられ、下受部１７ｂにラッチ腕５０を係合保持す
るラッチ構造５１が設けられている。指受部２７を毛屑室１６の内部に向かって押込み操
作すると、開閉体２６が傾動するのに応じてラッチ腕５０がラッチ構造５１の内部に入込
み、開閉体２６が開放姿勢に切換ると、ラッチ腕５０がラッチ構造５１で係合保持される
。この状態では、開閉体２６が洗浄開口２０から毛屑受部１７に向かって上り傾斜して、
開閉体２６が凹部４９の内部に入込み、閉止ストッパー３２の上縁が上受部１７ａの上面
に臨んでいる。そのため、洗浄開口２０に流下された水道水は、開閉体２６の外面に流動
案内されて、可動刃６および上受部１７ａの上面に向かって流動し、この流動水により上
受部１７ａに溜まっている毛屑を確実かつ速やかに洗い流すことができる。洗浄が終了し
たら、開閉体２６を再び押込み操作することにより、ラッチ構造５１による係合保持が解
除されるので、開閉体２６は閉じばね４８の付勢力で閉止姿勢に戻される。なお、ラッチ
腕５０およびラッチ構造５１は省略することができ、その場合には、指先で開閉体２６を
開放姿勢に保持して水洗い洗浄するとよい。
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【０１２５】
　開閉体２６の下部を水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持し、閉じばね４８で閉止姿
勢に向かって揺動付勢するようにした。こうした開閉構造によれば、常態において洗浄開
口２０を開閉体２６で閉止保持できるので、ひげ剃り時に誤って指先が開閉体２６に触れ
るような場合でも、開閉体２６を閉じばね４８の付勢力で閉止姿勢に押戻すことができる
ので、毛屑が洗浄開口２０の外へ飛散するのをよく防止できる。また、洗浄が終了した後
、ラッチ構造５１を操作して、開放姿勢に保持されていた開閉体２６の位置保持状態を解
除することにより、開閉体２６を閉じばね４８の付勢力で閉止姿勢に戻すことができる。
【０１２６】
（実施例７）　図１４および図１５に、本発明の実施例７に係る水洗い式電気かみそりを
示す。実施例７では、平板状の開閉体２６の内面にガイド体２１が一体に設けられている
。開閉体２６は、その上部に設けた回動軸２３で揺動開閉可能に支持されており、洗浄開
口２０を閉止する閉止姿勢と、閉止姿勢から上向きに揺動して洗浄開口２０を開放する開
放姿勢との間で揺動変位でき、開放ばね５３で開放姿勢に向かって揺動付勢されている。
ガイド体２１は湾曲板で形成されており、開閉体２６の内面の斜め上部に分離配置されて
、両者の対向面の間に設けた左右一対の支持アーム５４を介して一体化されている。開閉
体２６が閉止姿勢に切換ったとき、ガイド体２１は可動刃６の周面と対向して待機姿勢（
図１４（ａ）の状態）を保持している。また、開閉体２６が開放ばね５３で開放揺動する
状態では、ガイド体２１は開閉体２６に連動して下向きに揺動して案内姿勢（図１４（ｂ
）の状態）に切換わる。この状態のガイド体２１は、湾曲下部が洗浄開口２０に位置して
おり、湾曲上部が上受部１７ａの前隅に被さる案内姿勢となって上突湾曲状に傾斜してい
る。
【０１２７】
　開放ばね５３の付勢力に抗して開閉体２６を閉止姿勢に係合保持するために、洗浄開口
２０の下側の周壁に切換具５５が設けられ、開閉体２６の内面下部に切換具５５に対応す
る爪体５６が横臥Ｌ字状に設けられている。切換具５５は、開閉体２６の爪体５６と係脱
するＬ字状の係合片５７と、係合片５７を爪体５６に対して係脱操作する操作摘み５８を
一体に備えている。係合片５７を固定刃ホルダー８に形成したガイド溝５９で左右スライ
ド自在に案内することにより、切換具５５は係合片５７が爪体５６と係合するスライド位
置（図１４（ａ）に示す状態）と、係合片５７が爪体５６から離脱するスライド位置との
間で切換え可能である。また、切換具５５はリターンばね６０で、係合片５７が爪体５６
と係合するスライド位置へ向かって移動付勢されている。操作摘み５８は固定刃ホルダー
８の前面に露出している。
【０１２８】
　毛屑室１６内の毛屑を水洗い洗浄するときは、図１５において操作摘み５８を左向きに
スライド操作して、爪体５６と係合していた係合片５７を、爪体５６の左側方へ離脱させ
る。係合片５７が爪体５６から離脱するのと同時に、開閉体２６は開放ばね５３の付勢力
を受けて跳ね上げ揺動し開放姿勢に切換る。
【０１２９】
　次に、かみそりヘッド２が斜め下向きになる状態で本体ケース１を握り保持して、洗浄
開口２０を水道水の流下位置に位置させて、水道水を毛屑室１６の内部に流し入れながら
可動刃６を回転駆動して、毛屑室１６の内部の毛屑を洗い流す。このとき、ガイド体２１
の外突湾曲面に沿って流動する水道水は、可動刃６と上受部１７ａへ向かって案内され、
ガイド体２１の内凹み湾曲面に沿って流動する水道水は、主に上受部１７ａへ向かって案
内されて、上受部１７ａに溜まっている毛屑を洗い流す。開閉体２６を開放姿勢に切換え
た状態では、洗浄開口２０の開口面が大きく開放されるので、流下位置を明確に視認しな
がら水道水をガイド体２１の所望位置に流下させて、毛屑の洗い流しを効果的に行うこと
ができる。なお、切換具５５は、操作摘み５８を上下スライド操作して、係合片５７と爪
体５６を係脱する構造であってもよい。
【０１３０】
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　実施例７では、ガイド体２１の内面に開閉体２６を一体に設け、ガイド体２１が開閉体
２６の開閉動作に連動して待機姿勢と案内姿勢とに姿勢変更できるようにした。また、開
閉体２６が洗浄開口２０を開放した状態において、ガイド体２１が案内姿勢に切換って、
洗浄開口２０に流下された洗浄水を毛屑受部１７へ向かって流動案内できる。このように
、ガイド体２１と開閉体２６とが個別に設けられていると、ガイド体２１は水道水を毛屑
受部１７へ向かって流動案内できる機能に特化して構成し、開閉体２６は洗浄開口２０を
開閉できる特化して構成すればよいので、ガイド体２１が開閉体２６を兼ねている場合に
比べて、ガイド体２１および開閉体２６の形状および構造の自由度が高くなる。案内姿勢
に切換えられた状態のガイド体２１を、上突湾曲状の湾曲板で形成したので、洗浄開口２
０に流下された水道水を、ガイド体２１の上湾曲面および下湾曲面で毛屑受部１７へ向か
って流動案内することができ、毛屑受部１７の上受部１７ａに溜まっている毛屑を確実か
つ速やかに洗い流すことができる。
【０１３１】
　また、実施例７では、開閉体２６を開放ばね５３で開放姿勢に向って揺動付勢し、洗浄
開口２０の周壁に、開放ばね５３の付勢力に抗して開閉体２６を閉止姿勢に係合保持する
切換具５５を設けた。切換具５５は、係合片５７と操作摘み５８を一体に備えており、操
作摘み５８を変位操作することにより、係合片５７を開閉体２６の爪体５６に係脱できる
ようにした。こうした開閉構造によれば、操作摘み５８を操作して係合片５７を爪体５６
から離脱させることにより、開閉体２６が開放ばね５３の付勢力を受けて開放姿勢に切換
る。つまり、操作摘み５８をワンタッチ操作するだけの少ない手間で、開閉体２６を閉止
姿勢から開放姿勢に切換えることができる。また、切換具５５は洗浄開口２０の周壁で往
復スライド可能に案内支持されており、操作摘み５８をスライド操作することにより、係
合片５７を爪体５６に係脱できるので、例えば切換具５５が押しボタン状に構成されてい
る場合に比べて、切換具５５が誤って切換え操作されるのをよく防止できる。さらに、切
換具５５は洗浄開口２０の下側に配置されて、洗浄開口２０の周壁で左右スライド可能に
支持されているので、毛屑洗浄時に本体ケース１を握った状態のままで、操作摘み５８を
容易に切換え操作できるので、操作摘み５８を切換え操作するために本体ケース１の握り
位置を変える手間を省くことができる。
【０１３２】
（実施例８）　図１６および図１７に、本発明の実施例８に係る水洗い式電気かみそりを
示す。実施例８では、開閉体２６とガイド体２１を独立部品として個別に形成し、ガイド
体２１の両側に設けた連結軸６３で両者２１・２６を相対回転可能に連結した。開閉体２
６は、その下部が回動軸２３で支持されており、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢（図１
６（ａ）に示す状態）と、閉止姿勢から下向きに揺動して洗浄開口２０を開放する開放姿
勢（図１６（ｂ）に示す状態）と、開閉体２６が開放姿勢を越えて斜め下向きに揺動する
格納姿勢（図１７に示す状態）との間で揺動開閉できる。こうした開閉体２６の開閉揺動
を許すために、洗浄開口２０の下周面は前下がり傾斜状に形成されている。開閉体２６の
上部には把手部６４が一体に設けられており、開閉体２６の下部にはガイド体２１の回動
範囲を規定する平坦な受止壁６５が形成されている。
【０１３３】
　ガイド体２１は平板状に形成されており、開閉体２６との連結端側に先の受止壁６５で
支持される規制壁６６が形成されている。また、ガイド体２１の遊端には揺動限界を規定
するためのストッパー面６７が形成されている。開閉体２６とガイド体２１の間には連結
ばね６８が設けられており、この連結ばね６８でガイド体２１を図１６（ａ）において反
時計回転方向へ揺動付勢している。このように、連結ばね６８で揺動付勢されたガイド体
２１は、規制壁６６が受止壁６５で受止められるため、開閉体２６が閉止姿勢になってい
るとき、開閉体２６に対してく字状に屈折する待機姿勢に位置保持されている。また、待
機姿勢において下り傾斜するガイド体２１は、毛屑受部１７の上面（上受部１７ａ）より
低い位置に設けられて、下受部１７ｂ内に落下する毛屑の一部を受止めている。
【０１３４】
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　ガイド体２１を開閉体２６と同行揺動させるために、下受部１７ｂは部分円弧状に形成
されており、下受部１７ｂの上端（毛屑受部１７の前部）にはストッパー面６７を受止め
る段部６９が設けられている。また、図１７に示すように、本体ケース１の前部には係合
リブ７０が突設されており、格納姿勢に下降揺動した開閉体２６の把手部６４を係合リブ
７０に係合させることにより、開閉体２６を格納姿勢に位置保持できる。
【０１３５】
　指先を把手部６４にあてがって、閉止姿勢になっている開閉体２６を下向きに揺動開放
操作すると、ガイド体２１は、開閉体２６に同行して上向きに揺動し、開閉体２６が開放
姿勢に切換った状態では、ストッパー面６７が下受部１７ｂの段部６９で受止められて、
毛屑受部１７に向かって上り傾斜する案内姿勢に位置保持される。開閉体２６をさらに下
向きに揺動開放操作すると、開閉体２６は連結ばね６８のばね力に抗しながら下降揺動し
て格納姿勢になる。つまり開閉体２６は、案内姿勢に位置保持されたガイド体２１を残置
した状態のまま、連結ばね６８の付勢力に抗しながら開放位置から格納位置まで開放揺動
する。この状態の受止壁６５は、規制壁６６から分離して連結軸６３に連続する丸軸部分
を受け止める。このように、開閉体２６を下降揺動した状態で、把手部６４を係合リブ７
０に係合させることにより、開閉体２６を格納姿勢に位置保持できる。
【０１３６】
　以後は、水道水を洗浄開口２０から流し込むことにより、毛屑受部１７の上受部１７ａ
や、ガイド体２１に付着している毛屑を、水道水の流動作用で直接的に洗い流すことがで
きる。水洗い洗浄が終了したら、毛屑室１６の内部を乾燥させのち、把手部６４を係合リ
ブ７０から分離させることにより、開閉体２６を連結ばね６８の付勢力で跳ね上げ揺動さ
せて閉止姿勢に戻すことができる。
【０１３７】
　上記のように、開閉体２６が開放姿勢を越えて格納姿勢まで開放揺動できるように構成
されていると、洗浄開口２０を開放できるのはもちろん、開閉体２６が洗浄開口２０の下
方へ退避し、その位置に保持されるので、洗浄開口２０に対する水道水の流下状況や、毛
屑室１６内の洗浄状況を明確に目視しながら、毛屑洗浄をさらに的確に行うことができる
。また、案内姿勢に切換ったガイド体２１は、毛屑受部１７の上受部１７ａに向かって上
り傾斜した状態で洗浄開口２０に臨んでいるので、水道水をガイド体２１に直接流下させ
ることにより、ガイド体２１に付着している毛屑を水道水の流動作用で確実に洗い流すこ
とができる。
【０１３８】
　本実施例における閉止姿勢から格納姿勢に切換るまでの開閉体２６の全揺動角度は約１
６５度であるが、閉止姿勢と格納姿勢の間の開閉体２６の全揺動角度は９０度以上に設定
すれば足りる。開閉体２６の全揺動角度が９０度以上あれば、開閉体２６を開放姿勢から
格納姿勢まで開放揺動した状態においては、上記と同様に、洗浄開口２０を開放し、さら
に開閉体２６を洗浄開口２０の前方へ退避させることができる。従って、洗浄開口２０に
対する水道水の流下状況や、毛屑室１６内の洗浄状況を明確に目視しながら、毛屑洗浄を
的確に行うことができる。
【０１３９】
　開閉体２６とガイド体２１を独立部品として個別に形成し、ガイド体２１の両側に設け
た連結軸６３で両者２１・２６を相対回転可能に連結するようにした。また待機姿勢にお
ける下り傾斜するガイド体２１は、毛屑受部１７の上受部１７ａより低い位置に設けられ
て、落下する毛屑の一部を受止めるようにした。そのうえで、ガイド体２１は、閉止姿勢
から開放姿勢へ揺動する開閉体２６に同行して上向きに揺動して、待機姿勢から毛屑受部
１７に向かって上り傾斜する案内姿勢に切換るようにした。こうしたガイド構造によれば
、毛屑洗浄時にはガイド体２１の毛屑を受止めた側の面を洗浄開口２０に臨ませることが
できるので、水道水をガイド体２１に直接流下させることにより、ガイド体２１に付着し
ている毛屑を、水道水の流動作用で直接的に洗い流すことができる。
【０１４０】
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　開閉体２６とガイド体２１の間に連結ばね６８を設けて、開閉体２６が閉止姿勢から開
放姿勢に切換る間は、ガイド体２１が開閉体２６と同行揺動して待機姿勢から案内姿勢に
切換るようにした。また、開閉体２６が開放姿勢に切換る状態では、ガイド体２１に設け
たストッパー面６７を段部６９で受止めて、ガイド体２１を案内姿勢に位置保持できるよ
うにした。こうした開閉構造およびガイド構造によれば、ガイド体２１が案内姿勢を越え
て揺動するのを確実に防止しながら、開閉体２６を開放姿勢から格納姿勢に向かって揺動
操作できる。
【０１４１】
　開閉体２６は、案内姿勢に位置保持されたガイド体２１を残置した状態のまま、連結ば
ね６８の付勢力に抗しながら開放位置から格納位置まで開放揺動できるようにした。こう
した開閉構造によれば、ガイド体２１の揺動角度に制約されることもなく、開閉体２６の
全揺動角度を自由に設定して、毛屑洗浄時に開閉体２６が毛屑洗浄の邪魔になるのをさら
に確実に防止できる。
【０１４２】
（実施例９）　図１８に、本発明の実施例９に係る水洗い式電気かみそりを示す。実施例
９では、ガイド体２１と開閉体２６を断面Ｌ字状に形成し、ヘッドケース１３の前面にガ
イド体２１を前後スライド可能に案内支持するガイド枠７３を設けた。ガイド体２１には
前後に長いスライド溝７４が形成されており、このスライド溝７４を回動軸２３で軸支す
ることにより、ガイド体２１および開閉体２６を待機姿勢および閉止姿勢と、案内姿勢お
よび開放姿勢の間で切換えられるようにした。ガイド体２１の遊端（後端）は半円状に丸
められている。ガイド枠７３は前向きに開口する断面がコ字状の枠体からなり、その内面
に待機姿勢に切換ったガイド体２１を受入れる収容溝７５が設けられている。ガイド枠７
３の上壁および下壁は、ガイド体２１を前後にスライド案内する案内壁７６・７７とされ
ており、上側の案内壁７６の前端には部分円弧状の逃げ面７８が形成されている。開閉体
２６の前面には、断面Ｌ字状の指受部２７が形成されている。
【０１４３】
　開閉体２６が閉止姿勢にあるとき、ガイド体２１は収容溝７５内に入込んでおり、スラ
イド溝７４の前端が回動軸２３で受止められている。この状態で、指受部２７に指先をあ
てがってガイド体２１および開閉体２６を洗浄開口２０の前方へ引出し、スライド溝７４
の後端が回動軸２３に接当した状態で、開閉体２６を下方揺動操作することにより、開閉
体２６を図１８（ｂ）に示す開放姿勢に切換えることができる。また、開閉体２６が下降
揺動するのに連動して、ガイド体２１は待機姿勢から案内姿勢に切換って、ガイド体２１
の下面の開放ストッパー３１が下接当部３３で受止められる。ガイド体２１および開閉体
２６が前方へ引出されるとき、ガイド体２１は上下の案内壁７６・７７と回動軸２３によ
ってスライド案内される。
【０１４４】
　上記のように、開閉体２６を開放姿勢にし、ガイド体２１を案内姿勢にした状態で、水
道水を洗浄開口２０に流下させると、洗浄開口２０の内奥の毛屑受部１７に水道水の殆ど
を直接的に流動させて、上受部１７ａに付着している毛屑を適確に洗い流すことができる
。また、開閉体２６を開放姿勢にした状態では、開閉体２６およびガイド体２１の一部が
洗浄開口２０の外へ突出して、洗浄開口２０の前方および下側を大きく開放できるので、
洗浄開口２０に対する水道水の流下状況や、毛屑室１６内の洗浄状況を明確に目視しなが
ら、毛屑洗浄を的確に行うことができる。ガイド体２１が案内姿勢に切換えられた状態で
は、ガイド体２１の遊端の開放ストッパー３１が下接当部３３で受止められて、毛屑受部
１７の上受部１７ａに向かって上り傾斜し、遊端の半円部が上側の案内壁７６と面一にな
るので、ガイド体２１に流下された水道水を案内壁７６の上面側へ確実に流動させること
ができる。開閉体２６が閉止姿勢に切換った状態では、ガイド体２１が案内壁７６・７７
で上下動不能に支持されるので、開閉体２６が誤って開放操作されるのをよく防止できる
。
【０１４５】
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（実施例１０）　図１９および図２０に、本発明の実施例１０に係る水洗い式電気かみそ
りを示す。実施例１０では、左右横長の扇形に形成したゴムシート状の閉止壁８０と、閉
止壁８０の両側に形成したスライド壁８１と、スライド壁８１の前面に形成した開閉用の
指掛リブ８２とでガイド体２１を構成し、ガイド体２１が洗浄開口２０を開閉する開閉体
２６を兼ねるようにした。スライド壁８１は、洗浄開口２０の左右両側の内面に設けた案
内壁８３で開閉スライド可能に案内支持されて、案内壁８３の形成範囲内を開閉できる。
スライド壁８１が開閉スライドするとき、同壁８１の上下端は洗浄開口２０の内面壁で受
止められて抜止めされているので、スライド壁８１が洗浄開口２０から前方へ抜け出るこ
とはない。
【０１４６】
　図１９（ａ）に示すように、ガイド体２１は、閉止壁８０が扁平なシート状態になって
いるとき、洗浄開口２０を閉止する開閉体２６として機能する。また、左右の指掛リブ８
２を互いに接近する向きにスライド操作して、ガイド体２１の左右中途部を毛屑室１６の
内方へ向かって弾性変形させることにより、図１９（ｂ）および図２０に示すように、湾
曲状の樋状部８４を出現させて案内姿勢に切換えることができる。つまり開閉体２６を開
放姿勢に切換えることができる。ガイド体２１が案内姿勢に切換えられた状態では、洗浄
開口２０に流下された水道水を湾曲する樋状部８４で受止めて、毛屑受部１７の上受部１
７ａに向かって流動案内できる。洗浄終了後に指掛リブ８２を洗浄開口２０の両端位置ま
で戻すと、閉止壁８０がシート状態に戻って洗浄開口２０を内面側から閉止することがで
きる。
【０１４７】
　以上のように、開閉体２６を兼ねるガイド体２１で洗浄開口２０を開閉できるようにし
たガイド構造および開閉構造によれば、ガイド体２１とは別に開閉体２６を設ける必要が
ないうえ、洗浄時には、閉止壁８０を弾性変形させて水道水を流動案内する樋状部８４を
出現させることができる。従って、開閉体２６とガイド体２１が別に設けてある場合に比
べて、開閉構造とガイド構造の全体構造を著しく簡素化して低コスト化できる。また、こ
うしたガイド構造によれば、指掛リブ８２の少なくとも一方を他方へ近づく向きにスライ
ド操作することにより、ガイド体２１の左右中途部を内向きに弾性変形させて樋状部８４
を出現させ、同時に洗浄開口２０を開放できるので、洗浄開口２０に流下された水道水を
樋状部８４で毛屑受部１７にさらに確実に流動案内できる。閉止壁８０が左右横長の扇形
に形成してあるので、樋状部８４の上端を毛屑受部１７の上受部１７ａに接近させて、洗
浄開口２０に流下された水道水を樋状部８４でさらに確実に流動案内できる。以上のよう
に、閉止壁８０は左右横長の扇形に形成してあることが好ましいが、必要があれば、閉止
壁８０は左右横長の矩形シート状に形成してあってもよい。
【０１４８】
（実施例１１）　図２１および図２２に、本発明の実施例１１に係る水洗い式電気かみそ
りを示す。実施例１１では、左右横長の板状体の上半部にガイド体２１を設け、板状体の
下半部に開閉体２６を設けて、ガイド体２１と開閉体２６とを一体に設けた。ガイド体２
１は、その板状体の上半部に通水開口８７が形成され、その内部に上下２段のルーバー壁
８８が設けられている。開閉体２６は左右横長の板状体の下半部を占めており、その前面
の中央に把手部６４が膨出形成されている。ガイド体２１および開閉体２６を直線状にス
ライド操作するために、洗浄開口２０の前側にスライド凹部８９を凹み形成し、同凹部８
９の両側にガイド溝９０を設けた。また、ガイド体２１の左右両側と、開閉体２６の左右
両側の合計４個所にスライド片９１を設けて、これらのスライド片９１をガイド溝９０で
上下スライド自在に案内支持するようにした。
【０１４９】
　図２１（ａ）に示すように、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態では、ガイド体
２１の通水開口８７およびルーバー壁８８が洗浄開口２０に臨んで案内姿勢になるので、
通水開口８７に向って流下された水道水をルーバー壁８８で斜め上向きに変向案内して、
毛屑受部１７の上受部１７ａに向って流動させることができる。また、図２１（ｂ）およ
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び図２２に示すように、開閉体２６が閉止姿勢に切換えられた状態では、洗浄開口２０を
開閉体２６で塞いで、毛屑が洗浄開口２０の外へ出るのを防止できる。
【０１５０】
　以上のように、ガイド体２１と開閉体２６を一体に設け、ガイド体２１および開閉体２
６を上下にスライド操作して洗浄開口２０を開閉するガイド構造および開閉構造によれば
、開閉体２６とガイド体２１が別に設けてある場合に比べて、開閉構造とガイド構造の全
体構造を著しく簡素化して低コスト化できる。また、開閉体２６を上下にスライド操作し
て閉止姿勢と開放姿勢に切換えるので、指先が誤って開閉体２６やガイド体２１に接触し
た程度で姿勢が切換ることはなく、勘違いなどによる姿勢の切換りを極力避けることがで
きる。
【０１５１】
（実施例１２）　図２３に、本発明の実施例１２に係る水洗い式電気かみそりを示す。実
施例１２では、実施例１１と同様に、板状体の上半部にガイド体２１を設け、板状体の下
半部に開閉体２６を設けるが、ガイド体２１および開閉体２６を、洗浄開口２０の内面の
スライド凹部８９に収容し、同凹部８９の両側に設けたガイド溝９０で、ガイド体２１お
よび開閉体２６に設けた４個のスライド片９１を上下スライド可能に案内支持した。また
、開閉体２６の前面に設けた横長リブ状の把手部６４を、洗浄開口２０から前方へ突出さ
せるようにした。さらに、ガイド体２１の前後厚みを開閉体２６の前後厚みより大きく設
定して、ルーバー壁８８の前後長さを大きくするようにした。
【０１５２】
　図２３（ａ）に示すように、開閉体２６が閉止姿勢に切換えられた状態では、洗浄開口
２０を開閉体２６で塞いで、毛屑が洗浄開口２０の外へ出るのを防止できる。また、図２
３（ｂ）に示すように、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態では、ガイド体２１が
案内姿勢になり、通水開口８７およびルーバー壁８８が洗浄開口２０に臨むので、通水開
口８７に向って流下された水道水をルーバー壁８８で斜め上向きに変向案内して、毛屑受
部１７の上受部１７ａに向って流動させることができる。このとき、ルーバー壁８８の前
後長さが大きな分だけ、ルーバー壁８８で流動案内される水道水の指向性を高めることが
できるので、通水開口８７に向って流下された水道水を上受部１７ａに向ってさらに的確
に送出することができる。
【０１５３】
　以上のように、ガイド体２１と開閉体２６を一体に設け、ガイド体２１および開閉体２
６を上下にスライド操作して洗浄開口２０を開閉するガイド構造および開閉構造によれば
、開閉体２６とガイド体２１が別に設けられている場合に比べて、開閉構造とガイド構造
の全体構造を著しく簡素化して低コスト化できる。また、実施例１１と同様に、指先が誤
って把手部６４や開閉体２６などに接触した程度で姿勢が切換ることはなく、勘違いなど
による姿勢の切換りを極力避けることができる。さらに、ガイド体２１および開閉体２６
が洗浄開口２０の内面のスライド凹部８９に収容したので、本体ケース１に落下衝撃や衝
突衝撃などの外部衝撃が作用するような場合でも、ガイド体２１や開閉体２６に外部衝撃
が直接的に作用することを良く防止できる。
【０１５４】
（実施例１３）　図２４および図２５に、本発明の実施例１３に係る水洗い式電気かみそ
りを示している。実施例１３では、円板状の板状体の上半部と下半部にガイド体２１と開
閉体２６を設けて、板状体の後面に設けた中心軸９３を洗浄開口２０の下側の周縁壁で回
転可能に軸支して、開閉体２６を回転スライド操作することにより、ガイド体２１を待機
位置と案内位置に切換え操作できるようにした。洗浄開口２０は半円状に形成し、図２４
に示すように開閉体２６が洗浄開口２０の下方に位置する開放姿勢において、ガイド体２
１の通水開口８７およびルーバー壁８８が洗浄開口２０に臨むようにした。ガイド体２１
および開閉体２６は、円形のスライド凹部８９に収容されて固定刃ホルダー８の前壁と面
一になっており、開閉体２６の前面に設けたリブ状の把手部６４を回転操作することによ
り、姿勢を切換えることができる。
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【０１５５】
　以上のように、ガイド体２１と開閉体２６を円板状の板状体の上半部と下半部に形成し
、把手部６４を半回転操作することによりガイド体２１と開閉体２６の姿勢を切換えるよ
うにしたガイド構造および開閉構造によれば、ガイド体２１および開閉体２６を往復スラ
イド操作して姿勢を切換える場合に比べて、全体構造を簡素化してガイド構造および開閉
構造を低コスト化できる。また、半円状の通水開口８７に向かって流下された水道水を複
数のルーバー壁８８で流動案内するので、毛屑が溜まりやすい毛屑受部１７の左右中央に
向って、より多くの水道水を流動案内して、毛屑受部１７に溜まっている毛屑の洗浄をさ
らに確実に行うことができる。さらに、指先が誤って開閉体２６やガイド体２１に接触し
た程度で開閉体２６が回転して姿勢が切換るのをよく防止できるので、勘違いなどによる
姿勢の切換りをさらに確実に避けることができる。
【０１５６】
（実施例１４）　図２６に、本発明の実施例１４に係る水洗い式電気かみそりを示す。実
施例１４では、洗浄開口２０の内面を毛屑の通過は阻止するが、水道水の通過は許すフィ
ルター９８で塞ぐようにした。フィルター９８は電鋳加工で形成されるニッケル製、また
はニッケル合金製の金属メッシュからなり、シート状のフィルター９８の全面にわたって
微細な穴が規則的に形成されている。洗浄開口２０の内面には、ガイド体２１を構成する
５個のルーバー枠９５が多段状に配置されており、ルーバー枠９５の内面のフィルター凹
部９４にフィルター９８が固定してある。つまり、ガイド体２１の内面にフィルター９８
が配置されている。ルーバー枠９５は固定刃ホルダー８の成形時に同時に成型することが
できる。フィルター９８の上部は、固定刃７に対して伝熱可能に密着接続されており、こ
の接続部分を符号９６で示している。必要があればガイド体２１は、微細な穴の穴形状や
配置パターンが異なる複数の金属メッシュを重ねて構成することができる。
【０１５７】
　上記のように、フィルター９８で洗浄開口２０の内面を塞ぐと、単に水道水を洗浄開口
２０に流下させるだけで、水道水を毛屑室１６の内部に導入して毛屑の洗浄を行うことが
できるので、より少ない手間で毛屑を水洗洗浄できる。ルーバー枠９５（ガイド体２１）
の内面にフィルター９８が配置してあるので、フィルター９８に他物が接触するのをルー
バー枠９５で遮って保護できるうえ、洗浄開口２０に流下された水道水をルーバー枠９５
で斜め上向きに変向案内して、毛屑受部１７の上受部１７ａに向って流動させることがで
きる。また、可動部分がないので姿勢切換えに伴う動作不良を生じる余地がなく、ガイド
構造の信頼性を向上できる。さらに、フィルター９８が金属メッシュで形成してあると、
フィルター９８が他の素材で形成されている場合に比べて、ガイド構造を簡素化して低コ
スト化できるうえ、フィルター９８の耐久性を向上できる。フィルター９８の上部が固定
刃７に密着接続されているので、固定刃７の熱をフィルター９８に伝導して放熱させるこ
とができ、ひげ剃りに要する時間が長時間にわたるような場合でも、固定刃７が高温にな
ることをよく防止できる。
【０１５８】
（実施例１５）　図２７に、本発明の実施例１５に係る水洗い式電気かみそりを示す。実
施例１５では、実施例１４と同様に、洗浄開口２０の内面を金属メッシュ製のフィルター
９８で塞ぐが、独立部品からなるルーバー体９７を設けて、フィルター９８の内面側にル
ーバー体９７を固定する点が実施例１４と異なる。ルーバー体９７の内部には、ガイド体
２１を構成するルーバー枠９５が多段状に設けられている。本実施例においても、フィル
ター９８の上部を固定刃７に密着接続して、固定刃７の熱をフィルター９８に伝導して放
熱させるようにした。
【０１５９】
　上記のように、フィルター９８の内面側にルーバー体９７を固定すると、フィルター９
８を通過した後の水道水をガイド体２１として機能するルーバー枠９５で斜め上向きに変
向案内して、毛屑受部１７の上受部１７ａに向って流動させることができ、実施例１４の
ガイド構造に比べて、水道水を上受部１７ａに向かってさらに確実に流動案内できる。
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【０１６０】
（実施例１６）　図２８に、本発明の実施例１６に係る水洗い式電気かみそりを示す。実
施例１６では、本体ケース１の前面上部に、固定刃ホルダー８と協同して毛屑室１６を区
画する前仕切壁１００を設け、前仕切壁１００に洗浄開口２０を形成して、実施例１で説
明したガイド体２１を兼ねる開閉体２６で、洗浄開口２０を開閉できるようにした。開閉
体２６は、回動軸２３を中心にして前後に往復回動して、図２８に示すように洗浄開口２
０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢の間で変位できる。開閉体２
６が閉止姿勢になっているとき、ガイド体２１は待機姿勢になっており、開閉体２６が開
放姿勢になっているとき、ガイド体２１は案内姿勢になって、洗浄開口２０に流下された
水道水を毛屑受部１７へ向かって流動案内する。以上のように、洗浄開口２０は固定刃ホ
ルダー８に形成する必要はなく、本体ケース１の前面上部の壁（毛屑室１６に臨むケース
壁）に設けて、開閉構造やガイド構造を洗浄開口２０に設けるとよい。このように、洗浄
開口２０は毛屑室１６に連通するケース壁に設けてあればよい。
【０１６１】
　上記の各実施例で説明した電気かみそりは、洗浄開口２０と、同開口２０を開閉する開
閉体２６を備えているが、ガイド体２１は備えていない水洗い式電気かみそりとして以下
の形態で実施することができる。もちろん、上記の実施例で説明したように、開閉体２６
はガイド体２１の機能を発揮できるものであってもよい。
【０１６２】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　開閉体２６は上下方向中途部の左右両側に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支
持されて、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢とに変
位可能である。
【０１６３】
　上記の水洗い式電気かみそりによれば、開閉体２６は回動軸２３を中心にして揺動変位
することにより、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢
に切換えることができる。このように、開閉体２６が揺動開閉構造で構成されていると、
開閉体２６がスライド開閉構造で構成されている場合に比べて、開閉構造を簡素化できる
うえ洗浄開口２０を的確に開閉できる。また、洗浄開口２０を回動軸２３より上側の部分
と、回動軸２３より下側の部分においてそれぞれ開放させて、洗浄開口２０の上下の開口
部分から水道水を毛屑室１６内に供給して、毛屑室１６における毛屑洗浄を広範にわたっ
て行える。例えば、水道水を回動軸２３より上側の部分から毛屑室１６内に流下させなが
ら、回動軸２３より下側の部分を流れる水道水で、下受部１７ｂに溜まっている毛屑を洗
い流すことができる。さらに、上下方向中途部が回動軸２３で揺動開閉可能に支持されて
いる開閉体２６は、回動軸２３より上側の部分と、回動軸２３より下側の部分を押込み操
作することで、開閉体２６を開放姿勢と閉止姿勢に切換えることができるので、例えば、
開閉体２６を開放姿勢や閉止姿勢に移動付勢するばねを省略できる利点もある。
【０１６４】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　開閉体２６は、開閉体２６の下半側に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持さ
れて、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢とに変位可
能である。
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【０１６５】
　上記の水洗い式電気かみそりによれば、回動軸２３が開閉体２６の下半側に設けてある
ので、開閉体２６が揺動開閉するときの回動軸２３より上側の部分のモーメントアームを
、下側の部分のモーメントアームより大きくできる。そのため、上半側を操作して開閉体
２６を開放操作することにより、開閉体２６をより軽快に開放できる。また、開閉体２６
の回動軸２３より下側の部分の上下長さが小さいので、開閉体２６を開放操作した場合に
、洗浄開口２０の外へ露出する開閉体２６の突出寸法を小さくでき、その分だけ蛇口の吐
水部を洗浄開口２０に近付けた状態で水道水を適確に供給できる。
【０１６６】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　開閉体２６は、開閉体２６の下半側に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持さ
れて、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢とに変位可
能であり、
　開閉体２６の外面の上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７が膨出形成されて
いる。
【０１６７】
　開閉体２６をその下半側に設けた回動軸２３で開閉可能に支持し、開閉体２６の外面の
上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７が膨出形成されていると、指受部２７を
押し込み操作することで、開閉体２６の開放操作を容易に行える。例えば、開閉体２６の
上半部を直接押し込み操作する場合には、回動軸２３が開閉体２６の下半側に設けられて
いるため、開放操作されたときの開閉体２６の上側の部分は、洗浄開口２０を越えて毛屑
室１６の内部まで大きく入り込む。しかし、開閉体２６の外面に膨出形成した指受部２７
は開閉体２６の上部より外側にあるので、開閉体２６を開放操作するとき、指が毛屑室１
６の内部まで入り込むことがなく、開閉体２６の開閉操作を容易化できる。
【０１６８】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６が設けられており、
　開閉体２６の外面の上半部に、開閉体２６を開放操作する指受部２７が膨出形成されて
おり、
　開閉体２６は、開閉体２６の下半側に設けた水平の回動軸２３で揺動開閉可能に支持さ
れて、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢に変位可能
であり、
　指受部２７が、上下方向に長い複数の縦リブ２７ａで形成されている。
【０１６９】
　上記のように、指受部２７が上下方向に長い複数の縦リブ２７ａで形成されていると、
開閉体２６に衝突した水道水を一群の縦リブ２７ａで整然と分流案内することができる。
従って、開閉体２６に衝突した水道水が拡散し、互いに衝突し合うのを解消して、水道水
を毛屑室１６の内部および毛屑受部１７へ向かって整然と流動案内できる。
【０１７０】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
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閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に、互いに係合して開閉体２６を閉止位置、およ
び開放位置において位置保持する節度構造が設けられている。
【０１７１】
　上記のように、洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に節度構造が設けられていると、
開閉体２６を閉止位置または開放位置において確実に位置保持できる。従って、ひげ剃り
時に開閉体２６が誤って開放操作され、あるいは毛屑洗浄時に開閉体２６が水流を受けて
不用意に閉止移動するのを確実に防止できる。
【０１７２】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　洗浄開口２０の周壁と開閉体２６の間に、互いに係合して開閉体２６を閉止位置、およ
び開放位置において位置保持する節度構造が設けられており、
　節度構造が、開閉体２６の内面下部に設けた部分円弧状の節度アーム２４と、節度アー
ム２４の揺動軌跡に臨む固定壁との間に形成されて互いに凹凸係合する、可動節度体２８
・２９と固定節度体３０とで形成されている。
【０１７３】
　上記のように、開閉体２６に設けた部分円弧状の節度アーム２４と、節度アーム２４の
揺動軌跡に臨む洗浄開口２０の周壁との間に設けた、可動節度体２８・２９および固定節
度体３０で節度構造を構成すると、節度アーム２４と洗浄開口２０の周壁の対向面に節度
構造を設けることができるので構造に無駄がないうえ、可動節度体２８・２９および固定
節度体３０が凹凸係合することで、開閉体２６を閉止姿勢および開放姿勢において確実に
位置保持できる。
【０１７４】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　開閉体２６に、開閉体２６が閉止位置を越えて揺動するのを阻止する閉止ストッパー３
２と、開閉体２６が開放位置を越えて揺動するのを阻止する開放ストッパー３１とが設け
られており、
　開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、閉止ストッパー３２の上縁が毛屑
受部１７より上方に位置されている。
【０１７５】
　上記のように、開閉体２６に閉止ストッパー３２と開放ストッパー３１とが設けられて
いると、開閉体２６が誤って閉止位置を越えて閉止方向へ揺動操作されるのを閉止ストッ
パー３２で阻止でき、また、開閉体２６が誤って開放位置を越えて開放方向へ揺動操作さ
れるのを開放ストッパー３１で阻止できる。因みに、節度構造のみで開閉体２６が閉止姿
勢および開放姿勢に位置保持してある場合には、勘違いやいたずらによって開閉体２６が
強制的に閉止位置を越えて揺動操作され、あるいは開閉体２６が強制的に開放位置を越え
て揺動操作されるおそれがある。しかし、開閉体２６に閉止ストッパー３２や開放ストッ
パー３１が設けられていると、先のような勘違いやいたずらによる誤操作を確実に防止で
きる。また、開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、閉止ストッパー３２の
上縁が毛屑受部１７より上方に位置されていると、洗浄開口２０に流下された水道水を開
閉体２６の内面に沿って流動案内し、毛屑受部１７の側へ流下させて毛屑を洗い流すこと
ができる。
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【０１７６】
　かみそりヘッド２に可動刃６と固定刃７とが設けられており、
　固定刃７と、固定刃７を支持する固定刃ホルダー８で囲まれた毛屑室１６の底面に、毛
屑を受止める毛屑受部１７が設けられており、
　毛屑室１６に臨むケース壁に、毛屑室１６に連通する洗浄開口２０と、同開口２０を開
閉する板状の開閉体２６とが設けられており、
　開閉体２６は、洗浄開口２０を閉止する閉止姿勢と、洗浄開口２０を開放する開放姿勢
の間で変位可能であり、
　開閉体２６の内面上部に水流案内部３５が形成されており、
　開閉体２６が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体２６の内面に沿って流動す
る洗浄水を水流案内部３５で毛屑受部１７へ向かって変向案内する。
【０１７７】
　上記のように、開閉体２６の内面上部に水流案内部３５が設けられていると、開閉体２
６が開放姿勢に切換えられた状態において、開閉体２６の内面に沿って流動する水道水を
、水流案内部３５で毛屑受部１７へ向かって変向案内して、毛屑受部１７に溜まっている
毛屑を、水道水の流動作用で直接的に洗い流すことができる。従って、毛屑受部１７に溜
まっている毛屑を、水道水に単に浸漬させた状態で洗浄を行う従来の電気かみそりに比べ
て、毛屑受部１７に溜まっている毛屑を、短時間で効果的に洗い流すことができる。
【０１７８】
　上記の実施例では、ロータリー式の可動刃６を備えた電気かみそりについて説明したが
、本発明はレシプロ式の可動刃を備えている電気かみそりや、鉛直軸回りに回転駆動され
る可動刃を備えている電気かみそりにも適用できる。各実施例においては、洗浄開口２０
の上端（上接当部３４）を毛屑受部１７の上受部１７ａより高い位置に位置させたが、そ
の必要はなく、洗浄開口２０の上端は毛屑受部１７の上受部１７ａより低い位置に位置さ
せてあってもよい。
【符号の説明】
【０１７９】
１　本体ケース
２　かみそりヘッド
５　起動スイッチ
６　可動刃
７　固定刃
８　固定刃ホルダー
１３　ヘッドケース
１４　内刃支持枠
１６　毛屑室
１７　毛屑受部
１７ａ　上受部
１７ｂ　下受部
２０　洗浄開口
２１　ガイド体
２３　回動軸
２４　節度アーム
２６　開閉体
２７　指受部
２７ａ　縦リブ
２８　可動節度体
２９　可動節度体
３０　固定節度体
３１　開放ストッパー
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３２　閉止ストッパー
３３　下接当部
３４　上接当部
３５　水流案内部
４０　ルーバー板
４１　羽板
４２　ルーバー軸
４３　ピニオン
４４　ラック
４５　スライド摘み
４８　閉じばね
４９　凹部
５０　ラッチ腕
５３　開放ばね
５４　支持アーム
５５　切換具
５６　爪体
５７　係合片
５８　操作摘み
６５　受止壁
６６　規制壁
６８　連結ばね
７３　ガイド枠
７４　スライド溝
７８　逃げ面
８０　閉止壁
８１　スライド壁
８２　指掛リブ
８４　樋状部
８７　通水開口
８８　ルーバー壁
９０　ガイド溝
９３　中心軸
９５　ルーバー枠
９７　ルーバー体
１００　前仕切壁
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